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取扱説明書

お買い上げいただきありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、
火災や人身事故になることがあります。

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示してあり
ます。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使いください。お読みになった
あとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
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ソニー製品は正しく使用すれば事故が起きないように、
安全には充分配慮して設計されています。しかし、電気
製品は、まちがった使いかたをすると、火災や感電など
により死亡や大けがなど人身事故につながることがあり、
危険です。
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る
5 ～ 7 ページの注意事項をよくお読みください。製品全般
および設置の注意事項が記されています。

定期点検を実施する
長期間、安全にお使いいただくために、定期点検をする
ことをおすすめします。点検の内容や費用については、
お買い上げ店またはソニーのサービス窓口にご相談くだ
さい。

故障したら使用を中止する
すぐに、お買い上げ店またはソニーのサービス窓口にご
連絡ください。

万一、異常が起きたら

a 電源を切る。
b 電源コードや接続ケーブルを抜く。
c お買い上げ店またはソニーのサービス窓口に連絡す
る。

安全のために

･ 煙が出たら
･ 異常な音、においがしたら
･ 内部に水、異物が入ったら
･ 製品を落としたり、キャビネットを破損したと
きは

警告表示の意味
取扱説明書および製品では、次のような表示をし
ています。表示の内容をよく理解してから本文を
お読みください。

この表示の注意事項を守らないと、火災や感電な
どにより死亡や大けがなど人身事故につながるこ
とがあります。

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他
の事故によりけがをしたり周辺の物品に損害を与
えたりすることがあります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

行為を指示する記号
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下記の注意を守らないと、火災や感電により死亡や大けがにつながる
ことがあります。

電源コードのプラグおよびコネク
ターは突き当たるまで差し込む
まっすぐに突き当たるまで差し込まないと、
火災や感電の原因となります。

水にぬれる場所で使用しない
水ぬれすると、漏電による感電発火の原因
となることがあります。

ぬれた手で電源プラグをさわらない
ぬれた手で電源プラグを抜き差しすると、
感電の原因となることがあります。

分解や改造をしない
分解や改造をすると、火災や感電、けがの
原因となることがあります。
内部の点検や修理は、お買い上げ店または
ソニーのサービス窓口にご依頼ください。

放熱ファンモーターの空気出入り口
をふさがない
放熱ファンモーターの空気出入り口をふさ
ぐと内部に熱がこもり、火災や故障の原因
となることがあります。風通しをよくする
ために次の項目をお守りください。
･ 壁から 10 cm以上離して設置する。
･ 密閉された狭い場所に押し込めない。
･ 毛足の長い敷物（じゅうたんや布団など）
の上に設置しない。
･ 布などで包まない。
･ あお向けや横倒し、逆さまにしない。

ファンが止まったままの状態で使用
しない
ファンモーターが故障すると、火災の原因
となることがあります。交換は、本機を購
入された販売店にご依頼ください。

設置は専門の工事業者に依頼する
設置については、必ずお買い上げ店または
ソニーの業務用製品ご相談窓口にご相談く
ださい。
壁面や天井など高所への設置は、本機と取
り付け金具を含む重量に充分耐えられる強
度があることをお確かめの上、確実に取り
付けてください。充分な強度がないと、落
下して、大けがの原因となります。
また、1年に一度は、取り付けがゆるんで
いないことを点検してください。
また、使用状況に応じて点検の間隔を短く
してください。

不安定な場所に設置しない
次のような場所に設置すると、倒れたり落
ちたりして、故障やけがの原因となること
があります。
･ ぐらついた台の上
･ 傾いたところ
･ 振動や衝撃のかかるところ
また、設置・取り付け場所の強度を充分に
お確かめください。

カメラの取り付けネジは確実に締め
つける
取扱説明書の取り付け方法に従って確実に
組み立てないと、落下してけがの原因とな
ることがあります。

壁や天井に設置するときは、ACア
ダプターが落下しないようにしっか
り固定する
ACアダプターが落下して顔にあたると、
大けがの原因となります。
5警告
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レンズは確実に取り付ける
ワイドコンバージョンレンズVCL-HG0862
を取り付ける際は、取りはずしボタンを必
ずロックさせてください。ロックされてい
ないと、レンズがはずれてけがの原因とな
ることがあります。
また、1年に一度は、取り付けがゆるんで
いないことを点検してください。
警告



下記の注意を守らないと、けがをしたり周辺の物品に損害を与えることがあります。

付属の電源コードを使う
付属の電源コードを使わないと、火災や感
電の原因となることがあります。

コード類は正しく配置する
電源コードや接続ケーブルは、足に引っか
けると本機の落下や転倒などによりけがの
原因となることがあります。十分注意して
接続・配置してください。

指定された電源コード、カメラケー
ブルなどの接続ケーブルを使う
この取扱説明書に記されている電源コード、
カメラケーブルなどの接続ケーブルを使わ
ないと、火災や故障の原因となることがあ
ります。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると、火災の原因となります。
万一、水や異物が入ったときは、すぐに本
機の電源を切り、電源コードや接続ケーブ
ルを抜いて、お買い上げ店またはソニーの
業務用製品ご相談窓口にご相談ください。

雨のあたる場所や、油煙、湯気、湿
気、ほこりの多い場所には設置しな
い
上記のような場所やこの取扱説明書に記さ
れている仕様条件以外の環境に設置すると、
動作不良をはじめ、火災や感電の原因とな
ることがあります。

AC電源コードを傷つけない
AC電源コードを傷つけると、火災や感電
の原因となります。
･ コードを加工したり、傷つけたりしない
･ 重い物をのせたり、引っ張ったりしない
･ 熱器具に近づけたり、加熱したりしない
･ コードを抜くときは、必ずプラグを持っ
て抜く
万一、コードが傷んだら、ソニーのサービ
ス窓口に交換をご依頼ください。

お手入れの際は、電源を切る
電源を接続したままお手入れをすると、感
電の原因となることがあります。

運搬時には、接続ケーブルを取り外
す
本機を運搬する際には、AC電源コードお
よび接続ケーブルを必ず取り外してくださ
い。接続ケーブルに引っかかると、転倒や
落下の原因となることがあります。

排気口からの排気に長時間あたらな
い
本機をご使用中、その動作状況により排気
口から温風が排出されることがあります。
この温風に長時間あたると、低温やけどの
原因となる場合があります。
7注意



8

ここでは、本機での使用が可能な単三形乾電池について
の注意事項を記載しています。

m
すぐにきれいな水で洗い、ただちに医師の治療を受ける。

m
お買い上げ店に連絡する。

m
すぐにきれいな水で洗い流す。

m
よくふき取ってから、新しい電池を入れる。

警告
本機は電源スイッチを備えていません。
設置の際には、容易にアクセスできる固定配線内に専用
遮断装置を設けるか、使用中に、容易に抜き差しできる、
機器に近いコンセントに電源プラグを接続してください。
万一、異常が起きた際には、専用遮断装置を切るか、電
源プラグを抜いてください。

重要
機器の名称と電気定格は、底面に表示されています。

電池についての安全
上の注意

万一、異常が起きたら

･ 電池の液が目に入ったら

･ 煙が出たら

･ 電池の液が皮膚や衣服に付いたら

･ バッテリー収納部内で液が漏れたら

下記の注意事項を守らないと、破裂・発
熱・液漏れにより、死亡や大けがなどの
人身事故になることがあります。
･ 乾電池は充電しない。
･ 火の中に入れない。ショートさせたり、分解、
加熱しない。
･ 指定された種類の電池を使用する。

下記の注意事項を守らないと、破裂・液漏
れにより、けがをしたり周辺の物品に損害
を与えたりすることがあります。
･ 投げつけない。
･ 使用推奨期限内（乾電池に記載）の乾電池を
使用する。
･ 3と#の向きを正しく入れる。
･ 電池を入れたまま長期間放置しない。
･ 新しい電池と使用した電池は混ぜて使わない。
･ 種類の違う電池を混ぜて使わない。
･ 水や海水につけたり濡らしたりしない。

その他の安全上の注
意

電池についての安全上の注意 / その他の安全上の注意
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はじめに

本機の性能を維持するた
めに
使用・保管場所について
･ 次のような場所での使用および保管は避けてください。
故障の原因となります。
－極端に暑い所や寒い所 ( 使用温度は 0℃～ 40 ℃ )
－直射日光が長時間あたる場所や暖房器具の近く
－強い磁気を発するものの近く
－強力な電波を発するテレビやラジオの送信所の近く
－強い振動や衝撃のある所
･ 携帯電話などを本機の近くで使用すると、誤動作を引き
起こしたり、映像に影響を与えることがあります。本機
の近くでは、できるだけ携帯電話などの電源を切ってく
ださい。

放熱について
動作中は布などで包まないでください。内部の温度が上
がり、故障や事故の原因となります。

輸送について
輸送するときは、付属のカートンとクッション、または
同等品で梱包し、強い衝撃を与えないようにしてくださ
い。

お手入れについて
･ レンズや光学フィルターの表面に付着したごみやほこり
は、ブロアーで払ってください。
･ 外装の汚れは、乾いたやわらかい布で軽く拭き取ってく
ださい。汚れがひどいときは、中性洗剤溶液を少し含ま
せた布で汚れを拭き取ったあと、からぶきしてくださ
い。
･ アルコール、ベンジン、シンナー、殺虫剤など揮発性の
ものをかけると、表面の仕上げをいためたり、表示が消
えたりすることがあります。

定期メンテナンスについて
本機は駆動部を持つ製品であるため、使用条件により、
磨耗やグリス切れによる異音が発生する場合があります。
性能を維持するため、定期メンテナンスを行うことをお
すすめします。異音などが発生した場合は、ソニーの
サービス窓口にご連絡ください。

CMOSイメージセン
サー特有の現象
撮影画面に出る下記の現象は、CMOS（Complementary 
Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサー特有の現
象で、故障ではありません。 

白点
CMOSイメージセンサーは非常に精密な技術で作られて
いますが、宇宙線などの影響により、まれに画面上に微
小な白点が発生する場合があります。
これは撮像素子の原理に起因するもので故障ではありま
せん。

また、下記の場合、白点が見えやすくなります。
･ 高温の環境で使用するとき
･ GAIN（感度）を上げたとき

本機においては、カメラの電源を切り、再び電源を入れ
ることで症状が改善することがあります。

折り返しひずみ
細かい模様、線などを撮影すると、ぎざぎざやちらつき
が見えることがあります。

フォーカルプレーン
撮像素子（CMOSイメージセンサー）の映像信号を読み
出す方法の性質により、撮像条件によっては、画面をす
ばやく横切る被写体が少しゆがんで見えることがありま
す。

フリッカー
蛍光灯、ナトリウム灯、水銀灯などの放電管による照明
下で撮影すると、画面が明滅したり、色が変化したり、
横縞が流れるように見えることがあります。このような
ときは、フリッカー補正機能をONにしてください。（37
ページ）
条件によってはフリッカー補正機能で低減しない場合が
あります。
電子シャッタースピードを、電源周波数 50Hz の地域では
1/100 に、電源周波数 60Hz の地域では 1/60 に設定する
ことをお勧めします。（34 ページ）

レーザービームについてのご注意
レーザービームは CMOSイメージセンサーに損傷を与
えることがあります。レーザービームを使用した撮影
環境では、CMOSイメージセンサー表面にレーザー
ビームが照射されないように充分注意してください。
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特長
パン・チルト・ズーム機能搭載の小型一体
型HD 3CMOSビデオカメラ
･ 本カメラは、クリアビッド CMOSイメージセンサーを
3枚搭載したHD 3CMOS カメラブロックと、パン機構
とチルト機構および光学 20 倍 /デジタル 4倍ズームレ
ンズを搭載した、小型一体型ビデオカメラです。小型一
体型のため、幅広い用途に対応できます。
･ パン方向の動作角度は左右に± 170 度、チルト方向の動
作角度は上方向へ 90 度、下方向へ 30 度まで可能なた
め、広範囲のリモート撮影ができます。
･ 低速でも滑らかなパン・チルト移動動作ができる新機構
の採用により、パン動作とチルト動作が最低速度 0.22
度 / 秒から可能になりました。
･ パン・チルト機構には、最高速度 60 度 /秒でも騒音が
気にならない、静音設計を採用しています。

ハイビジョン対応HD CMOSカメラ搭載
による高画質・高解像度のリモート撮影
･ 総画素数 112 万画素、1/4 型クリアビッド CMOSイ
メージセンサーを搭載した 3CMOSカメラシステムを開
発、高精細なハイビジョン映像を撮影でき、高感度でス
ミアのない高画質を実現しました。
･ ハイビジョン放送で使用されている 1080i（有効走査線
1080 本インターレース）での撮影が可能です。さらに、
1080/59.94i 方式と 1080/50i 方式のハイビジョン方式を
底面のスイッチで切り換えることができます。
･ 通常のテレビ放送（有効走査線 480 本）の約 4倍の情報
量とアスペクト比 16：9のワイドスクリーンでの臨場感
あふれる撮影ができます。

高画質撮影にふさわしい光学性能
･ カールツァイス「バリオ・ゾナーT＊」レンズを採用。
多層膜コーティングがレンズ内の不要な光の反射を抑
え、フレアやゴーストを大幅に低減し、より忠実に光を
とりこむことができます。コントラストの高い色再現性
に優れた映像を映します。レンズの焦点距離は 37.4 mm
～ 748 mm（35 mmカメラ換算）と幅広く、別売の 0.8
倍ワイドコンバージョンレンズを使用して、様々な状況
に対応したハイビジョン映像のリモート撮影ができま
す。
･ 画質劣化なしにズームインできる光学 20 倍ズームレン
ズにより、ハイビジョン映像をリアルに表現します。

ダウンコンバーター出力を装備
オプションカードを装着することなく、標準でHD1) およ
び SD2) 出力が可能です。現在は SD出力として運用し、
将来的にはHD出力へ移行する予定がある場合などにも
対応できます。
1) HD とは、ハイビジョン放送方式（有効走査線 1080 本）
を示します。

2) SDとは、通常のテレビ放送方式（有効走査線 480 本）
を示します。

カードスロットの装備
別売のHD/SD-SDI 出力カード BRBK-HSD1 およびHDオ
プチカルマルチプレックスカード BRBK-MF1 を装着でき
るカードスロットを装備しています。お客様のお好みに
合った画像出力フォーマットが選択可能となり、幅広い
アプリケーション要求に対応できます。

長距離の画像伝送とパン・チルト・ズーム
制御を実現
･ HDオプチカルマルチプレックスカードBRBK-MF1、
光ファイバーケーブル CCFC-M100HGおよびHDオプ
チカルマルチプレックスユニット BRU-H700 を組み合
せ、ソニー独自のカメラ接続技術と光デジタル多重伝送
を行うことで、最大 1,000ｍの長距離までカメラ画像伝
送とパン・チルト・ズーム制御ができます。光ファイ
バーケーブルを使用することで、長距離のシステムアッ
プも安価で簡単にできます。
･ 付属のシーリングブラケットを使用することで、天吊り
や高所設置が可能です。

VISCAカメラプロトコルの採用
･ 本カメラには通信方式 RS-232C と RS-422 インター
フェースを搭載しています。業界標準のVISCAカメラ
プロトコルをサポートし、最大 7台のカメラを接続して
高速通信速度対応（38400bps）遠距離操作が可能です。
･ 別売のリモートコントロールユニット RM-BR300 によ
り、カメラ操作が簡単に行えます。

VISCA over IP プロトコルへの対応
IP コントロールカード BRBK-IP7Z を装着することで、IP
リモートコントローラー RM-IP10 と IP接続することがで
きます。
IP 接続時は RM-IP10 から 112 台のカメラを操作すること
ができます。
IP 接続に必要な機器や機能の詳細については、別冊「IP
コントロールオプション操作ガイド」をご覧ください。

外部映像同期機能の搭載
複数台のカメラ映像同期がとれる外部映像同期機能を搭
載しています。また、アナログコンポーネント信号出力
端子を標準装備しています。

タリーランプ機能の搭載
使用中のカメラが一目でわかるタリーランプを搭載して
います。
特長



概
要

システムの構成機器
HD 3CMOSカラービデオカメラ BRC-Z700 には、多様な
システム構成に対応できるように、さまざまな別売機器
が用意されています。ここでは、本ビデオカメラの付属
品と別売機器を紹介します。

付属品
HD 3CMOSカラービデオカメラ BRC-Z700 の付属品は以
下のとおりです。梱包をあけたら、以下の付属品が一式
そろっているか確認してください。

カメラ本体　(1)

AC電源アダプターMPA-AC1（ソニー製） (1)

電源コード　(1)

リモコン　(1)

シーリングブラケット (A)　(1)

シーリングブラケット (B)　(1)

ワイヤーロープ　(1)

取り付け用ネジ3M3×8（7）/ステンレスネジ3M4
× 8（1）

RS-422端子台コネクター（1）

単3乾電池2個
は別売りです。
11システムの構成機器
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レンズウエイト (1)

レンズウエイト落下防止用ネジ3M2.6× 6（1）

取扱説明書　(1)

別売機器

リモートコントロールユニット RM-BR300

ジョイスティックでパン・チルト・ズーム操作ができま
す。また、最大７台のカメラをリモートコントロール可
能です。
付属品：AC電源アダプター（1）、電源コード（1）、RS-
232C 接続ケーブル（3m）（1）、RS-422 端子台コネクター
（2）

HDオプチカルマルチプレックスカード BRBK-MF1 

カメラに挿入して、高ビットの光デジタル多重伝送（映
像、音声、外部同期、コントロール信号）を行います。

HD/SD-SDI 出力カードBRBK-HSD1

カメラに挿入して、SMPTE292Mシリアルデジタルイン
ターフェース規格に準拠したHD-SDI 信号、または
SMPTE259Mシリアルデジタルインターフェース規格に
準拠した SD-SDI 信号を出力します。ただし、オーディオ
信号は出力しません。

HDオプチカルマルチプレックスユニット BRU-H700

光ファイバーケーブルCCFC-M100HGを使って、最大
1,000mまでの接続が可能です。
付属品：電源コード（1）、RS-232C 接続ケーブル（3m）
（1）、RS-422 端子台コネクター（1）、変換プラグ（1）

光ファイバーケーブル CCFC-M100HG

長さ 100 m の 2芯マルチモードの光ファイバーケーブル
です。
付属品：延長プラグ
システムの構成機器
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ビデオスイッチャー（市販）

複数のカメラ映像信号入力を切り換えます。

ワイドコンバージョンレンズVCL-HG0862

0.8 倍ワイドコンバージョンレンズです。

BRU-H700用別売機器
下記インターフェースボードは、HDオプチカルマルチプ
レックスユニット BRU-H700 に挿入して使用します。本
機には挿入できません。

SDインターフェースボードHFBK-SD1

各種アナログ信号（コンポジットビデオ、Sビデオ、コン
ポーネントビデオ、RGB）またはダウンコンバートした
SD-SDI 信号を出力します。ただし、SD-SDI 信号のオー
ディオ信号は出力しません。

HDインターフェースボードHFBK-HD1

SMPTE292Mシリアルデジタルインターフェース規格に
準拠したHD-SDI 信号またはアナログ信号（コンポーネン
トビデオまたはRGB）を出力します。ただし、HD-SDI
信号のオーディオ信号は出力しません。

XGAインターフェースボードHFBK-XG1

VESA規格の信号（VGA、XGA、WXGA）を出力しま
す。

HDVインターフェースボードHFBK-TS1

カメラからの映像信号と入力したオーディオ信号をHDV
規格の信号に変換して出力します。
13システムの構成機器
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システム構成例
HD 3CMOSカラービデオカメラBRC-Z700 は、別売機器との組み合わせにより、さまざまなシステムを構成できます。こ
こでは、代表的な 8つのシステム例をあげて、システムの構成に必要な機器とそのシステムでどんなことができるかを説明
します。

1台のカメラBRC-Z700を付属のリモコンで操作するとき

このシステムでできること
短距離で簡単にカメラを操作できます。

システム構成図

1 台のカメラBRC-Z700をリモートコントロールユニットRM-BR300で
操作するとき

このシステムでできること
リモートコントロールユニットのジョイスティックでパン・チルト・ズーム操作ができます。

システム構成図

付属のリモコン

HDビデオモニター、VTRなど

BRC-Z700

映像信号

信号の流れ

,

BRC-Z700

リモートコントロールユニット
RM-BR300

HD ビデオモニター、VTRなど

映像信号
リモートコントロール（VISCA）信号

信号の流れ
システム構成例
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複数のカメラBRC-Z700をリモートコントロールユニットRM-BR300で
操作するとき

このシステムでできること
･ ７台までのカメラを 1台のリモートコントロールユニットでリモート操作できます。
･ ジョイスティックでパン・チルト・ズーム操作ができます。

システム構成図

,

BRC-Z700

リモートコントロールユニットRM-BR300

HDビデオモニター、VTRなど

BRC-Z700

BRC-Z700

ビデオスイッチャー

映像信号

リモートコントロール（VISCA）信号
タリー /コンタクト信号

信号の流れ
15システム構成例
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1台のカメラBRC-Z700を遠距離からリモート操作するとき

このシステムでできること
･ 最大 1,000m離れたところから、カメラをリモート操作できます。
･ ジョイスティックでパン・チルト・ズーム操作ができます。
･ 光ファイバーケーブルの使用により、カメラ映像信号、カメラ制御信号の長距離伝送が可能です。

システム構成図

ご注意

･ カメラ BRC-Z700 の電源を入れてから、HDオプチカルマルチプレックスユニット BRU-H700 の電源を入れてください。
･ HDオプチカルマルチプレックスカードBRBK-MF1 をカメラBRC-Z700 に挿入し、何も接続しないと、カメラは動作し
ません。BRBK-MF1 を挿入したときは、光ファイバーケーブルCCFC-M100HGを使ってHDオプチカルマルチプレック
スユニット BRU-H700 を接続し、BRU-H700 の電源を入れてください。
･ HDオプチカルマルチプレックスカードBRBK-MF1 をカメラBRC-Z700 に挿入すると、カメラ後面の EXT SYNC IN 端
子、VISCA RS-232C IN/OUT端子、VISCA RS-422 端子および BOTTOMスイッチは、すべて無効になります。これら
の端子およびスイッチの代わりにHDオプチカルマルチプレックスユニット BRU-H700 後面の端子とスイッチをご使用く
ださい。
･ 別売の光ファイバーケーブル CCFC-M100 はご使用になれません。

,
リモートコントロールユニットRM-BR300

HDビデオモニター、VTRなど

BRC-Z700

HDオプチカルマルチ
プレックスユニット
BRU-H700

光ファイバーケーブルCCFC-M100HG

HDオプチカルマルチプレックス
カードBRBK-MF1

映像信号

リモートコントロール（VISCA）信号

信号の流れ
システム構成例
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複数のカメラBRC-Z700を遠距離からリモート操作するとき

このシステムでできること
･ 最大 1,000m離れたところから、７台までのカメラをリモート操作できます。
･ ジョイスティックでパン・チルト・ズーム操作ができます。
･ 光ファイバーケーブルの使用により、カメラ映像信号、カメラ制御信号の長距離伝送が可能です。

システム構成図

,

リモートコントロールユニットRM-BR300

HDビデオモニター、VTRなど
光ファイバー
ケーブル
CCFC-M100HG

HDオプチカルマルチ
プレックスカード
BRBK-MF1

BRC-Z700

CCFC-M100HG

BRBK-MF1
BRC-Z700

CCFC-M100HG

BRBK-MF1

HDオプチカルマルチプレッ
クスユニットBRU-H700

BRU-H700

BRU-H700

BRC-Z700

映像信号
リモートコントロール（VISCA）信号
タリー /コンタクト信号

信号の流れ

ビデオスイッチャー
17システム構成例
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複数のカメラBRC-Z700を遠距離と近距離から混合して使用するとき

このシステムでできること
･ 7 台までのカメラを 1台のリモートコントロールユニット RM-BR300 でリモート操作できます。
･ ジョイスティックでパン・チルト・ズーム操作ができます。
･ 最大 1,000m離れたところから、リモート操作できます。光ファイバーケーブルの使用により、カメラ映像信号、カメラ
制御信号の長距離伝送が可能です。

システム構成図

,

HDビデオモニター、VTRなど

CCFC-
M100HG

BRBK-MF1

HDオプチカルマルチ
プレックスユニット
BRU-H700

BRC-Z700

リモートコントロールユニット
RM-BR300

BRU-
H700

光ファイバー
ケーブル
CCFC-M100HG

HDオプチカルマルチ
プレックスカード
BRBK-MF1

映像信号
リモートコントロール（VISCA）信号

タリー /コンタクト信号

信号の流れ

ビデオスイッチャー

BRC-Z700

BRC-Z700

BRC-Z700
システム構成例



概
要

BRU-H700を使用して、オーディオ信号を伝送するとき

このシステムでできること
･ 最大 1,000m離れたところから、カメラをリモート操作できます。
･ ジョイスティックでパン・チルト・ズーム操作ができます。
･ 光ファイバーケーブルの使用により、カメラ映像信号、カメラ制御信号およびHDオプチカルマルチプレックスカード
BRBK-MF1 に入力したオーディオ信号の長距離伝送が可能です。

システム構成図

,

HDビデオモニター

オーディオ
アンプ

BRC-Z700

リモートコントロールユニット
RM-BR300

光ファイバー
ケーブル
CCFC-M100HGHDオプチカルマルチ

プレックスカード
BRBK-MF1

映像信号
オーディオライン信号
リモートコントロール（VISCA）信号

信号の流れ

マイクロフォン

マイクアンプ

スピーカー

HDオプチカル
マルチプレックス
ユニット
BRU-H700
19システム構成例
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HDオプチカルマルチプレックスカードBRBK-MF1と HVDインターフェー
スボードHFBK-TS1を使用し、オーディオ信号を映像信号とミックスして
HDV機器に入力するとき

このシステムでできること
･ 最大 1,000m離れたところから、カメラをリモート操作できます。
･ ジョイスティックでパン・チルト・ズーム操作ができます。
･ 光ファイバーケーブルの使用により、カメラ映像信号、カメラ制御信号およびHDオプチカルマルチプレックスカード
BRBK-MF1 に入力したオーディオ信号の長距離伝送が可能です。
･ BRU-H700 に別売りのHDVインターフェースボードHFBK-TS1 を挿入することで、光ファイバーケーブルを経由した
オーディオ信号を、BRU-H700 の AUDIO OUT端子を介して、HFBK-TS1 から i.Link（HDV）信号として出力できます。
･ カメラ BRC-Z700 からの映像と、HDVインターフェースボードHFBK-TS1 の AUDIO 端子を介してオーディオ信号も同
時にミックスして、HDV対応機器に入力できます。

システム構成図

ご注意

･ HDVインターフェースボードHFBK-TS1 での信号処理により、映像が遅れて表示されます。パン・チルト操作時、気に
なる場合は、BRU-H700 の RGB/COMPONENT端子を介して映像を表示してください。
･ HDVインターフェースボードHFBK-TS1 の i.LINK（HDV）OUT端子に接続した i.Link（HDV）対応機器からはパン・
チルトなどのカメラ操作はできません。VISCA RS-232C または RS-422 端子による接続で操作してください。
･ カメラ BRC-Z700 からの映像信号とHDVインターフェースボードHFBK-TS1 に入力するオーディオ信号との時間的なず
れは、カメラのHDVメニューのAUDIO DELAYで補正してください（45 ページ参照）。1STEP（約 24mS）ごとに調整
できます。

,

IN  EXT SYNC  OUT IN VISCA RS-232C OUTCAMERA

~AC IN

VISCA RS-422

AUDIO OUT

L

R

FUNCTION
1 6

RGB/COMPONENT

AUDIO INHFBK-TS1

LR i.Link (HDV)

HDビデオモニター

BRC-Z700

リモートコントロールユニット
RM-BR300

光ファイバーケーブル
CCFC-M100HG

HDオプチカルマルチ
プレックスカード
BRBK-MF1

映像信号
オーディオライン信号
リモートコントロール（VISCA）信号

信号の流れ

マイクロフォン

マイクアンプ

i.Link（HDV）対応
VTRなど

HDVインターフェース
ボード HFBK-TS1

HDオプチカル
マルチプレックスユニット
BRU-H700（裏面）

i.Link
ケーブル
システム構成例
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各部の名称と働き

カメラ本体

前面

A レンズ
光学 20倍ズームレンズです。

B タリーランプ
VISCAタリーコマンド受信時、または別売のリモー
トコントロールユニット RM-BR300 からカメラを選
択した場合、赤色に点灯します。
また、冷却ファンモーターに異常がある場合（ファ
ンモーターの回転数が遅くなったときや停止したと
き）、タリ－のオン／オフにかかわらず、約 0.5 秒間
隔で点滅します。

C リモコン受光部
付属のリモコンの受光部です。
上部の受光部をご使用になるときは、SYSTEMメ
ニューの IMG-FLIP を ONにしてください（39 ペー
ジ）。この場合、後面のリモコン受光部は効かなくな
ります。

D SONYバッチとHDバッチ
必要に応じ、引き出して回転させると、上下逆にす
ることができます。

E POWERランプ
AC電源アダプターと電源コードを使って本機をコン
セントにつなぐと、点灯します。
付属リモコンからの操作を受信すると、緑色が点滅
してお知らせします。

F STANDBYランプ
リモコンで電源を切ると、点灯します。

後面

G VISCA RS-422端子
VISCA通信に使用します。

VISCA RS-422 端子への接続のしかたは、「VISCA 
RS-422 端子台コネクターの使いかた」 （94 ページ）
をご覧ください。

H 75Ω終端スイッチ
複数のカメラ接続時に外部同期を使用するとき、本
機がディジーチェーン接続の真ん中のときはOFF
に、最終端のときはONにします。
また、EXT SYNC端子に何も接続していないときは
ONにします。

I DATA MIX スイッチ
挿入されているインターフェースボードからの映像
信号にメニュー画面を重ねて表示するときONにし
ます。メニュー画面を表示しないときはOFFにしま
す。

J リモコン受光部
付属のリモコンの受光部です。
SYSTEMメニューの IMG FLIP を ONにしたとき、
この受光部は効かなくなります。

K IR SELECTスイッチ
複数のカメラを 1台のリモコンで操作するとき、カ
メラ番号を決めます。

L  RGB/COMPONENT端子
本機からの映像をアナログコンポーネント信号
（YPbPr または RGB）として出力します。

M VISCA RS-232C IN 端子
別売のリモートコントロールユニットRM-BR300 と
接続します。複数のカメラを接続するときは、前の
カメラのVISCA RS-232C OUT端子と接続します。

1

5 6

32

4

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN VIDEO

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT S VIDEO DC IN 12V

R

qd qf qg qhqj

7 8 9 0qaqs

qk ql
21各部の名称と働き



概
要

22
N VISCA RS-232C OUT端子
複数のカメラを接続するとき、次のカメラのVISCA 
RS-232C IN 端子と接続します。

O EXT SYNC IN 端子
外部映像同期信号を入力します。

P T VIDEO端子
本機からの映像をコンポジット信号として出力しま
す。

Q  S VIDEO端子
本機からの映像を S映像信号として出力します。

R カードスロット
別売のカード BRBK-HSD1または BRBK-MF1 を挿
入します。
出荷時は、カバーが取り付けてあります。

S DC IN 12V端子
付属のAC電源アダプターを接続します。

底面

T 高所設置用ブラケット取り付けネジ穴
本機を天井や高所の棚などに設置するとき、付属の
シーリングブラケットを付属のネジ 4本を使って固
定します。
出荷時は脚 4本が取り付けられています。

高所への設置方法は、「高所へ設置する」 （59 ペー
ジ）をご覧ください。

U 三脚取り付け用ネジ穴（1/4-20UNC)
三脚を使用するとき、このネジ穴を使って固定しま
す。

V BOTTOMスイッチ
出力信号フォーマットの切り換えや、RS-232C と RS-
422 の切り換え、ボーレートの切り換え、リモコン信
号出力のオン /オフ、カメラアドレスの設定に使用
します。

詳しくは「BOTTOMスイッチの設定」をご覧くだ
さい。

重要

機器の名称と電気定格は、底面に表示されています。

BOTTOMスイッチの設定

1 スイッチ1（59.94i/50i 信号フォーマット切り換え
スイッチ）
ONにすると 50i 方式のHDビデオフォーマットで出
力され、OFFにすると 59.94i 方式で出力されます。

2 スイッチ2（RS-232C/RS-422切換スイッチ）
ONにすると RS-422、OFFにすると RS-232C が選択
されます。

3 スイッチ3（通信ボーレート切換スイッチ）
ONにするとボーレートが 38400bps になり、OFFに
すると 9600bps になります。

4 スイッチ4（赤外線出力切換スイッチ）
ONにすると赤外線出力がオンになり、OFFにする
とオフになります。

5 カメラアドレス設定スイッチ
カメラのアドレスを設定します。
通常は「０」に設定しておきます。「０」に設定する
と、リモートコントロールユニットRM-BR300 の
RESET ボタンを押しながら POWERボタンを押す
ことによって、カメラが接続されている順番にアド
レスが自動的に割り振られます。
また、アドレスを手動設定するときは、このスイッ
チを下記のように「1」～「7」に設定します。

waw; ws

O
N

1
2
3
4

O
N

1
2
3
4

2

1

4

5

3
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スイッチ 4は未使用です。

ご注意

スイッチの設定は、本機の電源を入れる前に行ってくだ
さい。

リモコン（付属）

A CAMERA SELECTボタン
リモコンで操作したいカメラの番号を押します。カ
メラ番号は、カメラ後面の IR SELECTスイッチで
設定します。

ご注意

近くに同じカメラ番号に設定したカメラがある場合、
付属のリモコンで同時に動作してしまいます。近く
に設置するカメラは、違うカメラ番号に設定するこ
とをお勧めします。

カメラ番号の設定のしかたは、「複数のカメラをリモ
コンで操作する」 （47 ページ）をご覧ください。

B FOCUSボタン
ピント合わせに使います。
自動でピントを調節するときはAUTOボタンを押し
ます。手動で調節するには、MANUALボタンを押
してから、FAR、NEAR ボタンで調節します。

C DATA SCREENボタン
このボタンを押すと、メインメニューのPAGE1 が、
もう一度押すとPAGE2 が表示されます。さらにも
う一度押すとメニューが消えます。下層のメニュー
が表示されているときに押すと、1つ上層のメニュー
に戻ります。

ご注意

メニュー表示中は、パン・チルト・ズーム操作はで
きません。

D PAN-TILT ボタン
矢印ボタンを押して、パン・チルトします。HOME
ボタンを押すと、カメラの向きが正面に戻ります。
メニューが表示されているときは、Vまたは vボタ
ンでメニュー項目を選び、Bまたは bボタンで設定
値を変更します。HOMEボタンで選んだ項目のメ
ニューを表示します。

E L/R DIRECTION SETボタン
このボタンを押しながらREVボタンを押すと、カメ
ラの動く方向が B、b矢印ボタンの向きと逆になり
ます。もとの設定に戻すときは、このボタンを押し
ながら STDボタンを押します。

F POWERスイッチ
本機がコンセントに接続されているときに、このボ
タンで電源を入切できます。

G BACK LIGHTボタン
逆光補正するとき、このボタンを押します。もう一
度押すと、解除されます。

H POSITIONボタン
PRESETボタンを押しながら 1～ 6ボタンを押すと、
カメラの向きやズーム、ピント調節、逆光補正の設
定が押した番号ボタンに記憶されます。
記憶を消すときは、RESETボタンを押しながら、1
～ 6 ボタンを押します。

I PAN-TILT RESETボタン
パン・チルト位置をリセットします。

J ZOOMボタン
ゆっくりズームするときは SLOWボタンを、すばや
くズームするときはFASTボタンを使います。

アドレス 0 1 2 3 4 5 6 7

スイッチ
1

OFF ON OFF ON OFF ON OFF ON

スイッチ
2

OFF OFF ON ON OFF OFF ON ON

スイッチ
3

OFF OFF OFF OFF ON ON ON ON

POWER

CAMERA SELECT

1 2 3

AUTO

POSITION

HOME

RM-EV100

RESETPRESET

STD REV

BACK LIGHT

MANUAL
FAR

FOCUS

NEAR

W

T

W

T

1 2 3

4 5 6

PAN-TILT

SLOW FASTZOOM

L/R 
DIRECTION SET

PAN-TILT
RESET

DATA SCREEN

6

7

8

9

q;

1

2

3

4

5
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Tボタンを押すと被写体が大きくなり、Wボタンを
押すと被写体が小さくなります。

リモコンの電池を入れるには

注意
指定以外の電池に交換すると、破裂する危険があります。
必ず指定の電池に交換してください。
使用済みの電池は、国または地域の法令に従って処理し
てください。

ご注意

破裂の危険性があるため、必ず単３形のマンガン乾電池
またはアルカリ乾電池をご使用ください。

リモートコントロールユニットRM-
BR300（別売）

カメラBRC-Z700と組み合わせた場合の機能を説明し
ます。

前面

A LOCKボタンとインジケーター
このボタンを１秒以上押すとインジケーターが点灯
し、VALUE/R つまみと BRIGHT/B つまみ、
FOCUS つまみで設定した調整値がロックされます。
（ロックされたつまみのインジケーターは消灯しま

す。）また、AUTO/MANUALボタンが動作しなく
なります。
LOCKボタンをもう一度１秒以上押すと、ロックが
解除されます。

B VALUE/Rつまみ
MODEボタンで明るさ調整モードを選択していると
き（VALUEの文字が点灯）：カメラのメニューで優
先設定されているモード（SHUTTER、IRIS、
GAIN）の値を調節します。
VALUE点灯時のつまみの機能は、カメラの露出
モードの設定により変化します。詳しくは、
「VALUEつまみと BRIGHTつまみの機能」 （54
ページ）をご覧ください。

MODEボタンでホワイトバランス調整モードを選択
しているとき（Rの文字が点灯）：R. GAIN（赤ゲイ
ン）を調節します。
R点灯時のつまみの機能は、カメラ側のホワイトバ
ランスモードの設定により変化します。詳しくは、
「Rつまみと Bつまみの機能」 （54 ページ）をご覧く
ださい。

C BRIGHT/Bつまみ
MODEボタンで明るさ調整モードを選択していると
き（BRIGHTの文字が点灯）：カメラのブライトネ
ス（明るさ）などを調節します。
BRIGHT点灯時のつまみの機能は、カメラの露出
モードの設定により変化します。詳しくは、
「VALUEつまみと BRIGHTつまみの機能」 （54
ページ）をご覧ください。

MODEボタンでホワイトバランス調整モードを選択
しているとき (Bの文字が点灯 )：B.GAIN（青ゲイ
ン） を調節します。
B点灯時のつまみの機能は、カメラ側のホワイトバ
ランスモードの設定により変化します。詳しくは、
「Rつまみと Bつまみの機能」 （54 ページ）をご覧く
ださい。

D MODEボタン
VALUE/R つまみと BRIGHT/B つまみの機能を、明
るさ調整またはホワイトバランス調整に切り換えま
す。
明るさ調整モードのときは、VALUEおよび
BRIGHTの文字が点灯します。
ホワイトバランス調整モードのときは、Rおよび B
の文字が点灯します。

E FOCUSつまみ
左へ回すとピントが合う位置が近くなり、右へ回す
と遠くなります。

単 3形乾電池2個
（別売り）

1

1
9

LOCK

MODE

VALUE

RESET

MENU

PRESET

SHIFT

L/R
DIRECTION

PANEL
LIGHT

BLACK
LIGHT

PAN-TILT
RESET

ONE PUSH
AWB

POWER
AUTO

MANUAL

AUTO

ONE PUSH
AF

2 3 4 5 6 7

2
10

STD REV

3
11

4

POSITION

CAMERA

12
5
13

6
14

7
15

8
16

R
– +

BRIGHT

B
– +

FOCUS

NEAR FAR

1
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F AUTO/MANUALボタンとAUTOインジケーター
カメラのフォーカスモードをAUTOまたは
MANUALに切り換えます。
AUTOを選択するとAUTOインジケーターが点灯
し、FOCUSつまみとONE PUSH AFボタンが無効
となります。ただし、FOCUSメニューのAF 
ASSIST を ONにすると、FOCUS つまみでフォーカ
スの合う位置を変えることができます。
MANUALを選択すると、FOCUS の文字が点灯し、
FOCUSつまみとONE PUSH AFボタンが有効とな
ります。

G ONE PUSH AFボタン
このボタンを押すと、ワンプッシュオートフォーカ
ス機能が働きます。

H RESETボタン
このボタンを押しながら POSITION ボタンを押す
と、押したボタンに相当するカメラ内部のメモリー
内容がクリアされ、工場出荷時の状態に戻ります。
また、複数台のカメラを接続しているとき、このボ
タンを押しながら POWER ボタンを押すと、カメラ
のアドレスを自動的に設定できます。

I PRESETボタン
このボタンを押しながら POSITION ボタンを押す
と、押したボタンに相当するカメラの状態が、その
カメラ内部のメモリーに記憶されます。

J PANEL LIGHTボタン
このボタンを押すと、すべての POSITIONボタンと
CAMERAボタンが点灯したり、消灯したりします。

K BACK LIGHTボタン
カメラの EXPOSUREメニューのMODEが FULL 
AUTOまたは SHUTTER Pri、IRIS Pri、GAIN Pri
のとき、このボタンを押すと、カメラの逆光補正機
能が有効になります。もう一度押すと、解除されま
す。
SHIFT ボタンを押しながらこのボタンを押すと、ス
ポットライト補正機能が有効になり、被写体の一部
に明るい場所がある場合、露出が暗く調整されます。
もう一度 SHIFTボタンを押しながらこのボタンを押
すと、スポットライト補正機能が解除されます。

L PAN-TILT RESETボタン
このボタンを押すと、カメラのパン・チルト位置を
初期状態にリセットします。

M ONE PUSH AWBボタン
カメラの COLORメニューのWHITE BALANCEで
ONE PUSH（ワンプッシュホワイトバランス）が選

択されているとき、このボタンを押すと、ワンプッ
シュホワイトバランス機能が実行されます。

N MENUボタン
カメラのメニューをオン /オフしたり、メインメ
ニューに戻るときに使います。ボタンは約 1秒押し
てください。

O ジョイスティック

カメラのメニューがオフのとき
パン・チルト・ズームを操作します。
ジョイスティックを左右に倒すとパンが実行され、
上下に倒すとチルトが実行されます。ジョイス
ティックを倒す角度によって、パン、チルトの速度
が変わります。手を離すと動作が停止します。
ジョイスティック上部のダイヤルを右へ回すと被写
体が大きくなり、左へ回すと被写体が小さくなりま
す。
また、カメラの PAN TILT ZOOMメニューの設定
にかかわらず、ジョイスティック上部のボタンを 1
～ 2 秒押すと、カメラの向きが正面に戻ります。

カメラのメニューがオンのとき
メニューを操作します。ジョイスティックを上下左
右に倒すと、リモコンの矢印ボタンと同じ働きをし
ます。
ジョイスティック上部のボタンを押すと、リモコン
のHOMEボタンと同じ働きをします。

P SHIFT ボタンとインジケーター
このボタンを押しながらPOSITIONボタンを押すと
下側のインジケーターが点灯し、POSITIONボタン
をポジション番号 9～ 16 として使用できます。
SHIFT ボタンから指を離すと上側のインジケーター
が点灯し、POSITIONボタンをポジション番号 1～
8として使用できます。

Q L/R DIRECTIONボタン
このボタンを押しながらPOSITION ボタン 2
（REV）を押すと、カメラのパンの方向がジョイス
ティックを倒す方向と逆になります。もとの設定に
戻すときは、このボタンを押しながらPOSITION ボ
タン 1（STD）を押します。

R POWERボタン
このボタンを押すと、接続されているカメラの状態
に応じてCAMERAボタンが点灯します。
青：カメラの電源オン
黄緑：カメラスタンバイ
消灯：カメラ未接続
このボタンを押しながらCAMERAボタン 1～ 7を
押すと、押した番号のカメラの電源を入切できます。
25各部の名称と働き
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S CAMERAボタン
接続されているカメラを選択します。選択したカメ
ラ番号のボタンが青色に点灯します。

T POSITIONボタン
カメラのパン・チルト・ズーム位置や各種設定をそ
れぞれのボタンに相当するカメラ内部のメモリーに
記憶したり、記憶したメモリー内容を呼び出したり
します。

後面・底面

U MODE切り換えスイッチ
接続するカメラによってスイッチの位置を切り換え
ます。

ご注意

操作するカメラがすべてBRC-Z700 の場合は、ス
イッチを 7の位置に設定することをおすすめします。
それ以外の場合は 0に設定してください。

V VISCA RS-232C端子
カメラまたはHDオプチカルマルチプレックスユ
ニット BRU-H700 の VISCA RS-232C IN 端子と接続
します。

W VISCA RS-422端子
カメラまたはHDオプチカルマルチプレックスユ
ニットBRU-H700 の VISCA RS-422 端子と接続しま
す。
工場出荷時には、VISCA RS-422 端子台コネクターが
取り付けられています。

X TALLY/CONTACT端子
外部スイッチャーに接続し、タリーランプ入力、ま
たはコンタクト出力端子として使用します。
TALLY/CONTACTスイッチで端子の機能を切り換
えます。
工場出荷時には、VISCA RS-422 端子台コネクターが
取り付けられています。

Y TALLY/CONTACTスイッチ
TALLY/CONTACT端子の機能を切り換えます。
TALLY：外部スイッチャーで選択したカメラのタ
リーランプが点灯します。

CONTACT：外部スイッチャーに対し、リモートコ
ントロールユニットで選択したカメラアドレスの
コンタクト出力を短絡します。

CONTACT(TALLY)：外部スイッチャーに対し、
リモートコントロールユニットで選択したカメラ
アドレスのコンタクト出力が短絡するとともに、
外部スイッチャーで選択したカメラのタリーラン
プを点灯させます。

ご注意

スイッチの設定は、リモートコントロールユニット
の電源を入れる前に行ってください。電源を入れた
あとで切り換えても、有効になりません。

Z DC IN 12V端子
付属のAC電源アダプターを接続します。

wj DIP スイッチ（底面）
スイッチ1（RS-232C/RS-422切換スイッチ）
ONにすると RS-422、OFFにすると RS-232C が選択
されます。

スイッチ2（通信ボーレート切換スイッチ）
ONにするとボーレートが 38400bps になり、OFFに
すると 9600bps になります。

スイッチ3（BRIGHTつまみ機能切換スイッチ）
ONにすると、IRIS と GAIN の調節ができ、OFFに
すると IRIS のみの調節ができます。

ご注意

DIP スイッチの設定は、リモートコントロールユ
ニットの電源を入れる前に行ってください。電源を
入れたあとで切り換えても、有効になりません。

wk ON/OFF スイッチ
リモートコントロールユニットの電源を入切します。

重　要
機器の名称と電気定格は、底面に表示されています。

スイッチの位置 カメラモード

0 自動判別（デフォルト）

1 BRC-300

2 MODE 2

3 MODE 3

4 MODE 4

5 SNC-RZ30N

6 BRC-H700

7 BRC-Z700

MODE VISCA

1 9 1 9

RS-422 ON/OFFTALLY/CONTACTRS-232C CONTACT(TALLY)!
TALLY

CONTACT DC IN 12V

ws wd wf wgwh wj wkwa
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HDオプチカルマルチプレックスユ
ニット BRU-H700（別売）

前面

A 電源スイッチ
HDオプチカルマルチプレックスユニットの電源を入
切します。

B 電源インジケーター
緑色の点灯：正常に動作しています。
赤色の点灯：カメラの電源が切れています。カメラ
の電源を入れてください。

赤色の点滅：HDオプチカルマルチプレックスユニッ
トの動作が異常です。モニターに映像信号を表示
して、エラーメッセージを確認してください。ま
た、接続を確認してください。

エラーメッセージについては、「メッセージ一覧」 
（74 ページ）をご覧ください。

C DATA MIX スイッチ
挿入されているインターフェースボードからの映像
信号にメニュー画面を重ねて表示するときONにし
ます。メニュー画面を表示しないときはOFFにしま
す。

後面

D カードスロット
別売のインターフェースボードHFBK-SD1、HFBK-
HD1、HFBK-XG1 またはHFBK-TS1 を挿入します。
出荷時は、カバーが取り付けてあります。

E AUDIO OUT L/R 出力端子
カメラに挿入したHDオプチカルマルチプレックス
カードBRBK-MF1 のAUDIO IN 端子から入力され
るオーディオライン信号が光ファイバーケーブルを
経由してループスルーで出力されます。

F ～AC IN ソケット
付属の電源コードをつなぎます。

G CAMERA端子
光ファイバーケーブル CCFC-M100HGを使って、カ
メラBRC-Z700 に挿入したHDオプチカルマルチプ
レックスカード BRBK-MF1 のオプチカル端子と接続
します。
出荷時は、防塵キャップが取り付けてあります。

H EXT SYNC IN 端子
外部映像同期信号を入力します。

I EXT SYNC OUT端子
EXT SYNC IN 端子から入力した外部映像同期信号
を出力します。

J  RGB/COMPONENT端子
カメラの映像をYPbPr 信号またはRGB信号として
出力します。

K VISCA RS-232C IN 端子
別売りのリモートコントロールユニットRM-BR300
と接続します。複数のカメラを接続するときは、前
のカメラのVISCA RS-232C OUT端子と接続します。

L VISCA RS-232C OUT端子
複数のカメラを接続するとき、次のカメラのVISCA 
RS-232C IN 端子と接続します。

M VISCA RS-422端子
カメラまたはHDオプチカルマルチプレックスユ
ニットBRU-H700 の VISCA RS-422 端子と接続しま
す。

VISCA RS-422 端子への接続のしかたは、「VISCA 
RS-422 端子台コネクターの使いかた」 （94 ページ）
をご覧ください。

2 31

IN  EXT SYNC  OUT IN VISCA RS-232C OUTCAMERA

~AC IN

VISCA RS-422

AUDIO OUT

L

R

FUNCTION
1 6

RGB/COMPONENT

78

4 65

9 0 qdqs qfqa
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N VISCA FUNCTIONスイッチ
VISCA通信の設定を行います。

スイッチ１（RS-232C/RS-422切換スイッチ）
ONにすると RS-422、OFFにするとRS-232C が選択
されます。

スイッチ2（通信ボーレート切換スイッチ）
ONにするとボーレートが 38400bps になり、OFFに
すると 9600bps になります。

スイッチ3～5（カメラアドレス設定スイッチ）
カメラのアドレスを設定します。
通常は「０」に設定しておきます。「０」に設定する
と、リモートコントロールユニットRM-BR300 の
RESET ボタンを押しながら POWERボタンを押す
ことによって、カメラが接続されている順番にアド
レスが自動的に割り振られます。
また、アドレスを手動設定するときは、このスイッ
チを下記のように「1」～「7」に設定します。

スイッチ6（59.94i/50i 信号フォーマット切り換
えスイッチ）
ONにすると 50i 方式のビデオフォーマットで出力さ
れ、OFFにすると 59.94i 方式で出力されます。

ご注意

各スイッチの設定は、HDオプチカルマルチプレックスユ
ニットの電源を入れる前に行ってください。

HDオプチカルマルチプレックス
カード BRBK-MF1（別売）（BRC-
Z700にのみ装着可）

A AUDIO IN L/R端子（ピンジャック）
オーディオ信号（ステレオ）を入力します。入力し
たオーディオ信号は、光ファイバーケーブルを経由
してHDオプチカルマルチプレックスユニット BRU-
H700 の AUDIO OUT端子から出力されます。

ご注意

オーディオ信号は、ライン信号レベルのみ入力でき
ます。マイクなどからの音声は、マイクアンプを介
して適正なレベルで入力してください。

B オプチカル端子
光デジタル多重伝送（映像、音声、外部同期、コン
トロール信号）を行います。
出荷時は、防塵キャップが取り付けてあります。

HD/SD-SDI 出力カードBRBK-
HSD1（別売）（BRC-Z700にのみ
装着可）

A SDI OUTPUT端子（BNC型）
ダウンコンバートした SD-SDI 信号（59.94i 設定時
SMPTE259Mシリアルデジタルインターフェース規
格に準拠、50i 設定時 ITU-R BT.656 シリアルデジタ
ルインターフェース規格に準拠）またはHD-SDI 信
号（SMPTE292Mシリアルデジタルインターフェー
ス規格に準拠）を出力します。HD/SD切り換えス
イッチで、SD-SDI 信号とHD-SDI 信号の出力を切り
換えます。

B HD/SD切り換えスイッチ
SD-SDI 信号を出力するときは SD側に、HD-SDI 信
号を出力するときはHD側に切り換えます。

ご注意

･SD-SDI 信号とHD-SDI 信号を同時に出力すること
はできません。
･SD-SDI 信号とHD-SDI 信号の切り換えは、本機の
電源を入れる前に行ってください。
･HD/SD 切り換えスイッチにドライバーを差し込む
など、強い力を加えないでください。

アドレス 0 1 2 3 4 5 6 7

スイッチ
3

OFF ON OFF ON OFF ON OFF ON

スイッチ
4

OFF OFF ON ON OFF OFF ON ON

スイッチ
5

OFF OFF OFF OFF ON ON ON ON

AUDIO IN BRU

BRBK-MF1

LR

21

SDI OUTPUT

BRBK-HSD1

SD HD

1 2
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SDインターフェースボードHFBK-
SD1（別売）（BRU-H700にのみ
装着可）

A MONITOR端子（D-sub9 ピン）
各種アナログ信号（コンポジットビデオ、Sビデオ、
コンポーネントビデオ、RGB）を出力します。
出力信号の切り換えは、カメラのDOWN 
CONVERTERメニューで行います。

B DIP スイッチ（カバー内）
HFBK-SD1 を HDオプチカルマルチプレックスユ
ニット BRU-H700 に挿入したときは、このスイッチ
はご使用になれません。

C VIDEO端子（BNC型）
アナログコンポジット信号を出力します。カメラの
DOWN CONVERTER メニューでアスペクト比を選
択します。

D SD-SDI 端子（BNC型）
ダウンコンバートした SD-SDI 信号（59.94i 設定時
SMPTE259Mシリアルデジタルインターフェース規
格に準拠、50i 設定時 ITU-R BT.656 シリアルデジタ
ルインターフェース規格に準拠）を出力します。カ
メラのDOWN CONVERTERメニューでアスペクト
比を選択します。

HDインターフェースボードHFBK-
HD1（別売）（BRU-H700にのみ
装着可）

A MONITOR端子（D-sub 15ピン）
アナログ信号（コンポーネントビデオ、RGB）を出
力します。カメラのHD-SDI メニューで出力信号を
切り換えます。

B DIP スイッチ（カバー内）
HFBK-HD1 を HDオプチカルマルチプレックスユ
ニットBRU-H700 に挿入したときは、このスイッチ
はご使用になれません。

C HD-SDI 端子（BNC型）
HD-SDI 信号（SMPTE292Mシリアルデジタルイン
ターフェース規格に準拠）を出力します。2つの端子
からは同じ信号が出力されます。

XGAインターフェースボード
HFBK-XG1（別売）（BRU-H700に
のみ装着可）

A MONITOR端子（D-sub 15ピン）
カメラからの信号をVGA、XGA、WXGAに変換し
て出力します。出力信号の規格とアスペクト比は、
カメラのPC-OUTPUTメニューで選択します。

B DIP スイッチ（カバー内）
HFBK-XG1 を HDオプチカルマルチプレックスユ
ニットBRU-H700 に挿入したときは、このスイッチ
はご使用になれません。

HDVインターフェースボード
HFBK-TS1（別売）（BRU-H700に
のみ装着可）

A AUDIO L/R 端子（ピンジャック）
オーディオ信号（ステレオ）を入力します。

MONITOR

HFBK-SD1

VIDEO SD-SDI

1 2 3 4

MONITOR

HFBK-HD1

HD-SDI HD-SDI

1 2 3

MONITOR

HFBK-XG1

1 2

AUDIOHFBK-TS1

LR i.LINK (HDV) OUT

321
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入力したオーディオ信号をHDV規格のオーディオ信
号に変換します。

B DIP スイッチ（カバー内）
HFBK-TS1 を HDオプチカルマルチプレックスユ
ニットBRU-H700 に挿入したときは、このスイッチ
はご使用になれません。

C i.LINK（HDV）OUT端子（i.Link 6 ピン）
カメラの映像信号と入力したオーディオ信号をHDV
規格の信号に変換して出力します。

ご注意

オーディオ信号は、ライン信号レベルのみ入力できます。
マイクなどからの音声は、マイクアンプを介して適正な
レベルで入力してください。
各部の名称と働き
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メニューで行う調整と設定

メニュー画面の見かた
本機では、撮影の条件や本機のシステムセットアップな
どを、外部モニターの画面に表示されるメニューを見な
がら設定できます。
実際の操作を始める前にメニュー画面の見かたを説明し
ます。

メニュー画面全体の構成については、77 ページをご覧く
ださい。

ご注意

メニュー表示中は、パン・チルト・ズーム操作はできま
せん。

メインメニュー
付属のリモコンのDATA SCREENボタン、またはリモー
トコントロールユニット RM-BR300 のMENUボタンを押
すと、メインメニューが表示されます。

1 カーソル
設定メニューを選択します。
リモコンの Vまたは vボタンを押すか、リモートコ
ントロールユニット RM-BR300 のジョイスティック
を上下に倒すと、カーソルが上下に動きます。

2 メニュー項目
リモコンの Vまたは vボタン、またはリモートコン
トロールユニット RM-BR300 のジョイスティックで
設定メニューを選択し、リモコンのHOMEボタン、
または RM-BR300 のジョイスティック上部のボタン
を押すと、選んだ設定メニューが表示されます。

3 ページ番号

メインメニューの 1ページ目（PAGE1）か 2ページ
目（PAGE2）かを表示します。
リモコンのDATA SCREENボタンまたはリモート
コントロールユニットRM-BR300 のMENUボタン
を一度押すとPAGE1 が、もう一度押すと PAGE2 が
表示されます。

4 オプションカード表示
カメラのカードスロットに挿入されているカードの
種類を表示します。
（例は、HD/SD-SDI 出力カード BRBK-HSD1 が挿入
されている場合）

設定メニュー
メインメニューで選択した設定メニューが表示されます。

1 設定メニュー
現在選択されているメニュー名が表示されます。

2 カーソル
設定項目を選択します。
リモコンの Vまたは vボタンを押すか、リモートコ
ントロールユニット RM-BR300 のジョイスティック
を上下に倒すと、カーソルが上下に動きます。

3 設定項目
この設定メニューで選択できる設定項目が表示され
ます。
リモコンの Vまたは vボタン、またはリモートコン
トロールユニット RM-BR300 のジョイスティックで
設定項目を選択し、Bまたは bボタンを押すか、
ジョイスティックを左右に倒して設定値を変更しま
す。

4 設定値
現在設定されている設定値が表示されます。
リモコンの Bまたは bボタン、またはリモートコン
トロールユニット RM-BR300 のジョイスティックで
設定を変更します。

<MENU> PAGE1       SD-SDI

 >EXPOSURE

  COLOR

  PICTURE

  FOCUS

  PAN TILT ZOOM

  SYSTEM

  VIDEO OUT

 

  

<SYSTEM>

 >IR-RECEIVE

  IMG-FLIP

   PAN REVERSE

   TILT REVERSE

  DISPLAY INFO

  SYNC MASTER

  H PHASE

 

ON

OFF

OFF

OFF

OFF

STD

10
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各設定項目の初期設定値については、「メニューの構
成」 （77 ページ）をご覧ください。 メニューの操作のしかた

ここでは、付属のリモコンを使った操作のしかたと、別
売りのリモートコントロールユニット RM-BR300 を使っ
た操作のしかたをそれぞれ説明します。

各メニューについて詳しくは、34 ～ 45 ページをご覧くだ
さい。

付属のリモコンを使って操作する

1 DATA SCREENボタンを押す。
メインメニューの PAGE1 が表示されます。

メインメニューのPAGE2 を表示するには、もう一
度DATA SCREENボタンを押します。

2 Vまたは vボタンを押して、変更したいメニューに
カーソルを合わせる。
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<MENU> PAGE1       SD-SDI

 >EXPOSURE

  COLOR

  PICTURE
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  VIDEO OUT

 

  

<MENU> PAGE2       SD-SDI

 >STATUS
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  SD-SDI
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3 HOMEボタンを押す。
選んだメニューが表示されます。

4 Vまたは vボタンを押して、変更したい設定項目に
カーソルを合わせる。

5 Bまたは bボタンを押して、設定値を変更する。

ご注意

付属のリモコンでメニューを操作している場合は、
SYSTEMメニューの IR-RECEIVEを OFFに設定するこ
とはできません。IR-RECEIVEを OFFにするには、別売
りのリモートコントロールユニット RM-BR300 または
VISCAコマンドをご使用ください。

メインメニューへ戻るには
DATA SCREENボタンを押します。PAGE1 または
PAGE2 のメインメニューに戻ります。

メニューを消すには
メインメニューの PAGE1 が表示されているときは、
DATA SCREENボタンを 2回押します。PAGE2 が表示
されているときは 1回押します。

リモートコントロールユニットRM-
BR300を使って操作する

1 MENUボタンを約 1秒押す。
メインメニューの PAGE1 が表示されます。

メインメニューのPAGE2 を表示するには、もう一
度MENUボタンを押します。

2 ジョイスティックを上下に倒して、変更したいメ
ニューにカーソルを合わせる。

<SYSTEM>
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<MENU> PAGE2       SD-SDI
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  SD-SDI

 

  
33メニューの操作のしかた



メ
ニ
ュ
ー
で
行
う
調
整
と
設
定

34
3 ジョイスティック上部のボタンを押す。
選んだメニューが表示されます。

4 ジョイスティックを上下に倒して、変更したい設定
項目にカーソルを合わせる。

5 ジョイスティックを左右に倒して、設定値を変更す
る。

メインメニューへ戻るには
MENUボタンを押します。PAGE1 または PAGE2 のメイ
ンメニューに戻ります。

メニューを消すには
メインメニューの PAGE1 が表示されているときは、
MENUボタンを 2回押します。PAGE2 が表示されている
ときは 1回押します。

EXPOSUREメニュー
露出調整のメニューです。

MODE（露出モード）
FULL AUTO：感度、電子シャッター、絞りをすべて使

用して、露出を自動調整します。

MANUAL：感度（GAIN）、電子シャッター（SPEED)、
絞り（IRIS）をそれぞれ手動調整します。

SHUTTER Pri：感度と絞りを使用して露出を自動調整し
ます。電子シャッター（SPEED) は手動調整しま
す。

IRIS Pri：感度と電子シャッターを使用して露出を自動調
整します。絞り（IRIS）は手動調整します。

GAIN Pri：絞りと電子シャッターを使用して露出を自動
調整します。感度（GAIN）は手動調整します。

上記のモードを選択すると、下記の設定項目のうち、選
択したモードで設定可能な項目が新たに表示されます。

AE SPEED：露出調整の調整速度を選択します。
適正な露出値に自動的に調整する速度をLOW
（ゆっくり）、MID（標準）、HIGH（速い）から選
択できます。被写体の明るさが瞬時に変化する場
合にお好みで選択します。

AGC LIMIT：露出の自動調整時に使用する感度の範囲を
制限します。
0、6、12、18dB から選択できます。OFFを選択
すると制限なしに調整されます。

IRIS LIMIT：露出の自動調整時に使用する絞り値を制限
します。
F3.4、F4.0、F6.8、F11 から選択できます。

GAIN：感度を選択します。
0～ 24dB（1dB 単位）、HYPER から選択できま
す。

SPEED：電子シャッターのシャッタースピードを選択し
ます。

<SYSTEM>
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信号フォーマットが59.94i 方式のとき
1/60、1/90、1/100、1/125、1/180、1/250、
1/350、1/500、1/725、1/1000、1/1500、1/2000、
1/3000、1/4000、1/6000、1/10000 から選択できま
す。

信号フォーマットが50i 方式のとき
1/50、1/75、1/100、1/120、1/150、1/215、
1/300、1/425、1/600、1/1000、1/1250、1/1750、
1/2500、1/3500、1/6000、1/10000 から選択できま
す。

IRIS：絞りを選択します。
CLOSE、F16、F15、F14、F12、F11、F10、F9.6、
F8.7、F8.0、F7.3、F6.8、F6.2、F5.6、F5.2、F4.8、
F4.4、F4.0、F3.7、F3.4、F3.1、F2.8、F2.6、F2.4、
F2.2、F2.0、F1.8、F1.7、F1.6 から選択できます。

EX-COMP（露出補正）
MODE（露出モード）が FULL AUTO、SHUTTER Pri、
IRIS Pri、GAIN Pri のときONにすると、露出補正がで
き、LEVEL（露出補正レベル）が表示されます。
–7、–6、–5、–4、–3、–2、–1、0、+1、+2、+3、+4、+5、
+6、+7 から選択できます。
0は露出補正されません。+7は最も明るく、–7 は最も暗
く設定されます。
OFFは露出補正機能が働きません。

BACK LIGHT（逆光補正）
ONにすると、逆光補正機能が働きます。OFFにすると、
逆光補正機能が働きません。

SPOT LIGHT（スポットライト補正）
被写体に一部明るい場所がある場合、露出を暗く調整し
ます。
ONにすると、スポットライト補正機能が働きます。OFF
にすると、スポットライト補正機能が働きません。

ご注意

BACK LIGHTと SPOT LIGHTの両方の機能を同時に働
かせることはできません。

COLORメニュー
ホワイトバランスとカラー調整のメニューです。

WHITE BALANCE（ホワイトバランス
モード）
ホワイトバランスモードを選択します。
AUTO1（自動）、AUTO2（自動）、INDOOR（室内）、
OUTDOOR（屋外）、ONE PUSH（ワンプッシュ）、
MANUAL（手動）から選択できます。

AUTO1：自然な色味を残しつつ、ホワイトバランスを自
動調整します。

AUTO2：ホワイトバランスを自動調整します。

INDOOR：色温度が 3200K のときの R/B GAIN（赤／青
ゲイン）値に固定されます。

OUTDOOR：色温度が 5800K のときの R/B GAIN（赤／
青ゲイン）値に固定されます。

ONE PUSH：画面中央に大きく白い被写体を写し、付属
のリモコンのHOMEボタン、またはリモートコン
トロールユニット RM-BR300 のジョイスティック
上部のボタンまたはONE PUSH AWBボタンを押
すと、ホワイトバランス調整が実行されます。

MANUAL：ホワイトバランスの手動調整ができます。

上記のモードを選択すると、下記の設定項目のうち、選
択したモードで設定可能な項目が新たに表示されます。

WB SENS（ホワイトバランス感度）：AUTO1、AUTO2
に設定したとき、白収束点へ近づける収束速度を
調整できます。HIGHを選ぶと速度が早くなり、
LOWを選ぶと速度が遅くなります。
また、白熱電球やろうそくなどの赤みの強い光源
下や屋外の日陰など青みの強い光源下での撮影時
に、赤みや青みを調整できます。HIGHを選ぶと、
赤みや青みが減少し、LOWを選ぶと赤みや青みが
強まります。

WB R.SHIFT、WB B.SHIFT（ホワイトバランス赤／青
シフト）：ホワイトバランス自動調整の白収束点

<COLOR>

 >WHITE BALANCE

   WB SENS

   WB R.SHIFT

   WB B.SHIFT

  COLOR GAIN

  COLOR MATRIX

   R.ENHANCE

   G.ENHANCE

   B.ENHANCE

 

 AUTO1

 MID

0

0

0

0N PAGE1

0

0

0
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を、赤色系、青色系それぞれ別個にシフトさせる
ことができます。それぞれ –7 ～ +7 の範囲で調整
できます。

R. GAIN（赤ゲイン）、B. GAIN（青ゲイン）：MANUAL
を選択すると表示されます。それぞれ、–128 ～
+127 の範囲でホワイトバランスを手動調整できま
す。

COLOR GAIN（カラーゲイン）
画像の色濃度を調整します。–7 ～ +7 の範囲で調整できま
す。+方向は色が濃くなり、–方向は色が薄くなります。

COLOR MATRIX（カラーマトリックス）
白収束点はそのままで、特定の色領域だけを強調したり
弱めたりできます。

ON PAGE1：選択すると、R.ENHANCE（赤色の調整）、
G.ENHANCE（緑色の調整）、B.ENHANCE（青色
の調整）が表示され、それぞれの色領域の調整が
できます。調整範囲は－ 10 ～ +10 です。

ON PAGE2：選択すると、YL.ENHANCE（黄色の調
整）、CY.ENHANCE（シアンの調整）、
MG.ENHANCE（マゼンタの調整）が表示され、
それぞれの色領域の調整ができます。調整範囲は
－ 10 ～ +10 です。

OFF：カラーマトリックス機能は働きません。

PICTUREメニュー
画質調整などのメニューです。

DETAIL（輪郭補正）
画像の輪郭補正レベルを選択します。
0～ 15 の範囲で設定できます。設定値を大きくするほど
くっきりした画像になります。0は一番柔らかい輪郭にな
ります。

COLOR DETAIL（カラーディーテル）
特定の色の輪郭強調を抑えます。

NARROW：PHASEで指定した色の領域を狭くします。

STD：PHASEで指定した色の領域をNARROWと
WIDEの中間にします。

WIDE：PHASEで指定した色の領域を広くします。

CHECK：PHASEで指定した色の部分（STDの領域）が
白く表示されます。

OFF：COLOR DETAIL 機能は働きません。

OFF 以外に設定されているとPHASEが表示され、輪郭
強調を抑える色を指定できます。設定範囲は 0～ 71 で
す。

COLOR DETAIL の設定方法

1 COLOR DETAIL を CHECKに設定する。

2 PHASEを選び、輪郭強調を抑えたい領域が白く表示
されるように調整する。

3 COLOR DETAIL を NARROW、STD、WIDEのいず
れかに設定する。

ご注意

COLOR DETAILの CHECKの状態をプリセットメモ
リーに記憶させることはできません。

<PICTURE>

 >DETAIL

  COLOR DETAIL

   PHASE

  GAMMA

  FLICKER CANCEL

  STEADY SHOT

  B&W

  COLOR BAR

 

 7

STD

1

NORMAL

OFF

STANDARD

OFF

OFF
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GAMMA（ガンマ）
カメラのガンマカーブを選択します。

NORMAL：通常のガンマカーブで撮影します。

CINEMA：フィルムに近い自然な諧調を再現するガンマ
カーブで撮影できます。

FLICKER CANCEL（フリッカー低減）
ONにすると、電源周波数が 50Hz の蛍光灯などの光源下
で撮影している場合でも画面のちらつき（フリッカー）
を低減できます。OFFにすると、フリッカー低減機能は
働きません。

ご注意

照明の種類によっては、低減効果が現れないことがあり
ます。

STEADY SHOT（画像ブレ補正）
撮影状況や設置状況に合わせて、画像ブレ補正の効果を
選択できます。

OFF：画像ブレ補正機能は働きません。

SOFT：自然な画像ブレを残しながら、画像ブレ補正が働
きます。

STANDARD：通常の画像ブレ補正が働きます。

HARD：強めに画像ブレ補正が働きます。

ご注意

･ 画像ブレ補正機能は、カメラのパン、チルト動作中は機
能しません。
･ STEADY SHOTを有効にした場合、カメラの電源を入
れてから画像が安定するまで時間がかかることがありま
す。

B&W（白黒モード）
ONにすると、カメラ画像が白黒モードになります。

COLOR BAR（カラーバー）
ONにすると、カメラに内蔵のカラーバーが画面に表示さ
れます。

FOCUSメニュー
フォーカスの設定メニューです。

MODE（フォーカスモード）
フォーカスモードを選択します。

AUTO：自動的にピントが合います。

MANUAL：手動でピントを調節できます。付属のリモコ
ンの FAR/NEARボタンを押して調節します。

ご注意

以下のような被写体を撮影するときは、MANUALに設定
して手動でピントを合わせてください。
－白い壁など、コントラストのない被写体
－ガラスごしの被写体
－横縞の多い被写体
－照明や光の反射など、強い光が当たっている被写体
－夜景など暗い背景の中に点滅する光がある被写体

NEAR LIMIT（ニアリミット）
カメラの近くにある被写体にピントが合うのを制限しま
す。

ON：カメラからの距離が約 50 cmより近い被写体にピン
トが合わないようにします。

OFF：被写体の距離にかかわらずピントが合うようにし
ます。

AF ASSIST（オートフォーカスアシスト）
MODEをAUTOに設定しているときでも、一時的に手動
でピントを調節することができます。

ON：付属のリモコンのNEAR/FARボタンまたはリモー
トコントロールユニット RM-BR300 の FOCUS つ
まみで、ピントが合っている被写体より手前また
は奥の被写体に手動でピントを合わせることがで
きます。

OFF：自動的にピントが合います。手動調節はできなく
なります。

ご注意

AF ASSIST はMODEが AUTOに設定されている場合の
み有効です。

<FOCUS>

 >MODE

  NEAR LIMIT

  AF ASSIST

 

 AUTO

ON

OFF
37FOCUS メニュー
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PAN TILT ZOOMメ
ニュー
パン・チルト・ズーム用のメニューです。

PAN-TILT LIMIT ( パン・チルト制限 )
PANを ONにすると LEFT、RIGHTで、TILTを ONに
するとDOWN、UPでパン・チルト範囲の制限ができま
す。以下の設定値を選択できます。

PAN LEFT：END, 169°～ -–169°、1°ごとに選択可能。

PAN RIGHT：END, –169°～ 169°、1°ごとに選択可
能。

TILT DOWN：END, –29°～ 89°、1°ごとに選択可能。

TILT UP：END, 89°～ –29°、1°ごとに選択可能。

PAN LEFT/PAN RIGHTの設定範囲

TILT DOWN/TILT UPの設定範囲

ご注意

･ カメラ位置のプリセットをするときは PAN-TILT 
LIMITを設定してから行ってください。カメラがPAN-
TILT LIMITの設定範囲外にある場合、カメラの位置
をプリセットすることはできません。
･ SYSTEMメニューの IMG-FLP の設定を変更した場合、
PAN-TILT LIMITの設定は工場出荷時の設定に戻りま
す。

RAMP CURVE（加速・減速カーブ）
プリセット機能で呼び出したときの、パン、チルト動作
の加速・減速カーブを選択します。

MODE1：パン、チルト動作が最も鋭敏に加速・減速し
ます。

MODE2：MODE1 とMODE3 の中間の動作で加速・減
速します。

MODE3：パン、チルト動作が最も緩やかに加速・減速
します。

D-ZOOM（デジタルズーム）
デジタルズーム倍率を選択すると、光学ズーム（20 倍）
が動作した後、電子ズーム（1.5 倍、2倍、4倍）が動作し
て、最大 80 倍のズームができます。
OFFにするとデジタルズームは働きません。

<PAN TILT ZOOM>

 PAN-TILT LIMIT

 > PAN

    LEFT

    RIGHT

   TILT

    DOWN

    UP

  RAMP CURVE

  D-ZOOM

 

OFF

END

END

OFF

END

END

MODE1

x4.0

CENTER（± 0°）

END
（170°）

 END
（–170°）

–169°169°

89°

–29°

UP END（90°）

END（–30°）

±0°
PAN TILT ZOOMメニュー
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ご注意

D-ZOOMの選択にかかわらず、カメラ画像は垂直同期期
間分蓄積され、本機の RGB/COMPONENT端子、お
よびカードスロットに装着したインターフェースボード
の端子から出力されます。

SYSTEMメニュー

IR-RECEIVE（赤外線受光）
OFFにすると、付属のリモコンの信号を受け付けなくな
ります。
付属のリモコンを使うときは、必ずONにしてください。

ご注意

付属のリモコンでメニューを操作している場合は、IR-
RECEIVEを OFFに設定することはできません。IR-
RECEIVEを OFFにするには、別売りのリモートコント
ロールユニット RM-BR300 またはVISCAコマンドをご使
用ください。

IMG-FLIP（画像上下反転）
IMG-FLIP を ONにすると、 RGB/COMPONENT端
子から出力されるカメラの映像が上下反転し、パン・チ
ルト操作によるカメラ映像の移動方向も逆転します。
PAN REVERSE を ONにすると、映像の移動方向が左右
方向に逆転します。
TILT REVERSE を ONにすると、映像の移動方向が上下
方向に逆転します。

IMG-FLIP を ONにすると、「Pleases restart system!」と
表示されます。一度カメラの電源を切って、入れ直して
ください。

ご注意

･ IMG-FLIP の ON、OFFにかかわらず、カメラ画像は垂
直同期期間分蓄積され、本機の RGB/
COMPONENT端子またはカードスロットに装着したイ
ンターフェースボードの端子から出力されます。
･ IMG-FLP を ONにし、カメラの電源を切って入れ直す
と、PAN REVERSE と TILT REVERSE は ONに設定
されます。また、IMG-FLP を OFFにして電源を入れ
直すと、PAN REVERSE と TILT REVERSE は OFF
に設定されます。

<SYSTEM>

 >IR-RECEIVE

  IMG-FLIP

   PAN REVERSE

   TILT REVERSE

  DISPLAY INFO

  SYNC MASTER

  H PHASE

 

ON

OFF

OFF

OFF

OFF

STD

10
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DISPLAY INFO（情報表示）
付属のリモコンまたはリモートコントロールユニット
RM-BR300 で POSITION1 ～ 16 にカメラの状態を記録さ
せると、画面に「PRESET No. xx」が自動的に約 2秒間、
表示されます。
カメラを操作するたびにこの表示を行うときは、
DISPLAY INFOを ONにします。OFFにすると表示は中
止されます。

ご注意

本機の内部に搭載されたファンが異常停止した場合も
メッセージが表示されます。DISPLAY INFOを OFFに
すると、このメッセージの表示も中止されます。

SYNC MASTER（シンクマスター選択）
同期信号発生器接続時、本機の EXT SYNC IN 端子に入
力される外部同期信号を、本機の VIDEO端子または

RGB/COMPONENT端子からの出力信号、または、
本機に接続したHDオプチカルマルチプレックスユニッ
ト BRU-H700 に挿入したインターフェースボードHFBK-
SD1、HFBK-HD1 からの出力信号に同期させるかを選択
します。

STD（HD）：本機の RGB/COMPONENT端子から
の出力信号に同期させます。

STD（SD）：本機の VIDEOまたは S VIDEO端
子からの出力信号に同期させます。

HD1：BRU-H700 に挿入したHFBK-HD1 からの出力信号
に同期させます。

SD1：BRU-H700 に挿入したHFBK-SD1 からの出力信号
に同期させます。

SDI 端子出力をご使用の場合、HD-SDI 信号を出力してい
るときは“HD1”を、SD-SDI 信号を出力しているときは
“STD（SD）”を選択してください。

ご注意

HDオプチカルマルチプレックスユニットBRU-H700 を接
続している場合は、STD（SD）は無効となり、本機の

 VIDEOまたは  S VIDEO端子からの出力信号に
外部同期信号を同期させることはできません。

H PHASE（水平位相）
同期信号発生器接続時、本機に入力した外部同期信号に
水平位相が合うように調整します。調整範囲は 0～ 140
です。
H PHASEを選択すると画面にカラーバーが表示されま
す。この状態で調整を行います。
調整が終了したら、リモコンのHOMEボタンまたはリ
モートコントロールユニットのジョイスティックの上部
ボタンを押してカラーバーを消してください。

ご注意

HDオプチカルマルチプレックスユニット BRU-H700 をご
使用の場合は、H PHASEの操作はできません。
SYSTEMメニュー
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VIDEO OUTメニュー

HD-RGB/COMPONENT

FORMAT（フォーマット）
本機の RGB/COMPONENT端子からの出力信号を選
択します。

YPbPr：アナログコンポーネント信号を出力します。

RGB：RGB 信号を出力します。

ADD SYNC（同期信号付加）
FORMATで RGBを選択しているとき表示され、同期信
号を付加するかどうかを設定します。

RGB：R、G、Bすべての信号に同期信号が付加されま
す。

OFF：同期信号を付加しないで出力されます。

SYNC TYPE
FORMATで RGB、YPbPr どちらを選択しても表示され、
同期信号の種類を選択します。

SYNC：複合同期信号（3値同期信号）を出力します。

VD：垂直同期信号を出力します。

SD-VIDEO/S VIDEO

IMG SIZE（画像サイズ）
本機の VIDEOまたは S VIDEO端子から出力さ
れる信号の映像サイズ ( アスペクト比 ) を選択します。

16：9[LETTER]：アスペクト比 16：9（レターボック
ス）で表示されます。

4：3[CROP]：アスペクト比 4：3（エッジクロップ）で
表示されます。

4：3[SQUEEZE]：アスペクト比 4：3（スクイーズ）で
表示されます。

SETUP（セットアップ信号切り換え）
出力される映像信号に 7.5 IRE のセットアップ信号を付加
するかどうかを選択します。

ON：7.5 IRE のセットアップ信号が付加されます。

OFF：セットアップ信号は付加されません。

ご注意

HD信号が 50i 方式の場合、この項目は表示されません。

<VIDEO OUT>

 HD-RGB/COMPONENT

 >FORMAT

   SYNC TYPE

 SD-VIDEO/S VIDEO

  IMG SIZE

  SETUP 

 

YPbPr

SYNC

16:9[LETTER]

OFF
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STATUSメニュー
メニューで設定した内容を一覧表示します。

STATUS メニューは PAGE1 ～ PAGE6 まであります。
B/bボタンでページを切り換えます。
これらは内容を確認するためのもので、設定内容を変更
することはできません。

PAGE1：EXPOSUREメニューの各項目

PAGE2：WHITE BALANCEモードなど、COLORメ
ニューの各項目

PAGE3：PICTUREメニューの各項目

PAGE4：SYSTEMメニュー、FOCUSメニューの各項目

PAGE5：PAN TILT ZOOMメニューの各項目

PAGE6：VIDEO OUTメニューの各項目、ファンの状
態、BRC-Z700 のファームウェアバージョン、HD
オプチカルマルチプレックスユニット BRU-H700
のファームウェアバージョン（BRU-H700 接続時
のみ）

SD-SDI メニュー
本機のカードスロットに別売のHD/SD-SDI 出力カード
BRBK-HSD1 を挿入し、ボードのHD/SD切り換えスイッ
チを SD側にして本機の電源を入れたときのみ、このメ
ニューが表示されます。

IMG SIZE（映像サイズ）
出力される信号の映像サイズ（アスペクト比）を選択し
ます。

16：9[LETTER]：アスペクト比 16：9（レターボック
ス）で表示されます。

4：3[CROP]：アスペクト比 4：3（エッジクロップ）で
表示されます。

4：3[SQUEEZE]：アスペクト比 4：3（スクイーズ）で
表示されます。

<STATUS>

 EXPOSURE

  AE   SPEED

  AGC  LIMIT

  IRIS LIMIT

  EX-COMP

 BACK LIGHT

 SPOT LIGHT

 PAGE1

FULL AUTO

MID

18dB

OFF

OFF

OFF

OFF

<SD-SDI>

 >IMG SIZE

 

16:9[LETTER]
STATUSメニュー / SD-SDI メニュー



メ
ニ
ュ
ー
で
行
う
調
整
と
設
定

DOWN CONVERTER
メニュー
HDオプチカルマルチプレックスユニットBRU-H700 に別
売の SDインターフェースボードHFBK-SD1 を挿入して
いるときのみ、このメニューが表示されます。

D-SUB OUT1（D-SUB出力1）
SDインターフェースボードHFBK-SD1 のMONITOR端
子（D-sub 9 ピン）からの出力信号を選択します。

YPbPr：アナログコンポ－ネント信号を出力します。

RGB：RGB 信号を出力します。

ADD SYNC（同期信号付加）
D-SUB OUT 1 で RGBを選択している場合表示され、同
期信号を付加するかどうかを設定します。

RGB：R、G、B各信号に同期信号が付加されて出力され
ます。

G：G信号にのみ同期信号が付加されて出力されます。

OFF：同期信号を付加しないで出力されます。

D-SUB OUT2（D-SUB出力2）
SDインターフェースボードHFBK-SD1 のMONITOR端
子からの出力信号を選択します。

VBS：アナログコンポジット信号を出力します。

Y/C：S ビデオ信号を出力します。

IMG-SIZE（映像サイズ）
出力される信号の映像サイズ（アスペクト比）を選択し
ます。

16：9 [LETTER]：アスペクト比 16：9（レターボック
ス）で表示されます。

4：3 [CROP]：アスペクト比 4：3（エッジクロップ）
で表示されます。

4：3 [SQUEEZE]：アスペクト比 4：3（スクイ－ズ）
で表示されます。

SETUP（セットアップ信号切り換え）
出力される映像信号に 7.5 IRE のセットアップ信号を付加
するかどうかを選択します。

ON：7.5 IRE のセットアップ信号が付加されます。

OFF：セットアップ信号は付加されません。

ご注意

HD信号が 50i 方式の場合、この項目は表示されません。

<DOWN CONVERTER>

 >D-SUB OUT1

  D-SUB OUT2

  IMG SIZE

  SETUP 

 

YPbPr

VBS

16:9[LETTER]

OFF
43DOWN CONVERTERメニュー
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HD-SDI メニュー
HDオプチカルマルチプレックスユニットBRU-H700 に別
売のHDインターフェースボードHFBK-HD1 を挿入して
いるときのみ、このメニューが表示されます。

ANALOG OUT（アナログ出力）
HDインターフェースボードHFBK-HD1 のMONITOR端
子（D-SUB 15 ピン）からの出力信号を選択します。

YPbPr：アナログコンポ－ネント信号を出力します。

RGB：RGB信号を出力します。

SYNC/VD
MONITOR端子の SYNC出力からの信号を切り換えま
す。

SYNC：複合同期信号（3値同期信号）が出力されま
す。

VD：垂直同期信号が出力されます。

ADD SYNC
ANALOG OUTで RGBを選択した場合表示され、同期信
号を付加するかどうかを選びます。

RGB：R、G、B各信号に同期信号が付加されて出力され
ます。

OFF：同期信号を付加しないで出力されます。

PC-OUTPUTメニュー
HDオプチカルマルチプレックスユニット BRU-H700 に別
売のXGAインターフェースボードHFBK-XG1 を挿入し
ているときのみ、このメニューが表示されます。

IMG SIZE（映像サイズ）
コンピューターディスプレイなどに出力する映像フォー
マットとアスペクト比を選択します。

XGA [CROP]：XGA（4：3エッジクロップ）が出力さ
れます。

VGA [LETTER]：VGA（16：9レターボックス）が出力
されます。

XGA [LETTER]：XGA（16：9レターボックス）が出力
されます。

VGA [CROP]：VGA（4：3エッジクロップ）が出力さ
れます。

WXGA：WXGAが出力されます。

SYNC（同期信号）
G信号に同期信号を付加するかどうかを設定します。

ON：G信号に同期信号が付加されて出力されます。

OFF：同期信号を付加しないで出力されます。

VD
映像を表示するディスプレイに合わせてVDの極性を設
定します。

POS：正極性

NEG：負極性

<HD-SDI>

 >ANALOG OUT

  SYNC/VD

  

 

YPbPr

SYNC

<PC-OUTPUT>

 >IMG SIZE

  SYNC

 

VGA[LETTER]

ON
HD-SDI メニュー / PC-OUTPUTメニュー
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HDVメニュー
HDオプチカルマルチプレックスユニットBRU-H700 に別
売のHDVインターフェースボードHFBK-TS1 を挿入し
ているときのみ、このメニューが表示されます。

AUDIO DELAY（オーディオディレー）
カメラの映像と、HFBK-TS1 の AUDIO IN 端子から入力
する音声の時間的なずれを補正できます。1STEP（1ス
テップ）から 10STEP（10 ステップ）まで、1ステップ単
位で調整できます。
OFFを選ぶと補正機能は働きません。

ご注意

1STEP（1ステップ）とはオーディオフレーム単位を表わ
しており、1STEP 約 24mSに設定されています。

<HDV>

 >AUDIO DELAY

 

OFF
45HDV メニュー
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付属のリモコンを使った操作

操作を行う前に、本機および周辺機器が正しく設置、接
続されているか確認してください。

詳しくは、「設置する」 （57 ページ）および「接続する」 
（65 ページ）をご欄ください。

電源を入れる

1 付属のAC電源アダプターと電源コードを使ってカメ
ラをコンセントにつなぐ。
電源が入り、POWERランプが点灯します。
電源を入れると、カメラは自動的にパン・チルト動
作をして、POSITION 1 に記憶された位置になりま
す｡（パン・チルトリセット）。

2 その他の周辺機器の電源を入れる。

リモコンで電源を入切するには
カメラをコンセントにつないでいるときは、リモコンの
POWER スイッチで電源の入切ができます。
リモコンで電源を切ると、POWER ランプは消え、
STANDBYランプが点灯します。

パン・チルト・ズームを
操作する

パン・チルトする

1 POWERスイッチを押す。
電源が入って、カメラは自動的にパン・チルトリ
セット動作をします。

2 矢印ボタンを押してパン・チルトする。
画面を見ながら、見たい方向の矢印ボタンを押しま
す。
細かく動かすには、短く押します。
大きく動かすには、長く押し続けます。
斜めに動かすには、Vまたは vボタンを押しながら
Bまたは bボタンを押します。

カメラの向きを正面に戻すには
HOMEボタンを押します。

カメラの向きを手で動かしてしまったら
PAN-TILT RESETボタンを押してパン・チルト位置をリ
セットします。

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT RS-232C OUT DC IN 12V

R

POWER点灯コンセントへ

POWER

CAMERA SELECT

1 2 3

AUTO

BACK LIGHT

MANUAL
FAR

FOCUS

NEAR

DATA SCREEN

STANDBY点灯POWER

POW
ER

CAM
ERA S

ELE
CT

1

2

3

AUTO

POSIT
IO

N

HOME

RM
-E

V10
0

PRESET

STD

REV

BACK LI
GHT

MANUAL

FAR

FOCUS

NEAR

W
T

W
T

3

4

5

6

PAN-T
IL

T

SLO
W

FAST

ZOOM

L/R
 

DIRECTIO
N SET

PAN-T
ILT

RESET

DATA S
CREEN

RESET2

1

1

2STD

REV

HOME

PAN-TILT
RESET

L/R DIRECTION
SET

CAMERA SELECT
電源を入れる / パン・チルト・ズームを操作する
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カメラの動きと見たい方向の矢印ボタンが
違うときは
通常、bボタンを押すとカメラは右方向に動くよう設定
されています。画面を見ながらカメラの向きを変えると
きなど、カメラの動きを左右逆にしたい場合は、L/R 
DIRECTION SET ボタンを押しながら 2(REV) ボタンを押
します。もとの設定に戻すときは、 L/R DIRECTION SET
ボタンを押しながら 1(STD) ボタンを押します。

ご注意

上記の設定はリモコンの発信信号を変えているだけで、
カメラ本体の設定を変えているのではありません。複数
のリモコンを使うときは、リモコンごとに設定してくだ
さい。

カメラのSTANDBYランプが点滅したら
外力でカメラが動かされたときや、物や指をはさんだ場
合など、カメラのマイコンがカメラのパン・チルト位置
を正しく記憶していないことがあり、カメラの動きが自
動停止します。
PAN-TILT RESETボタンを押してパン・チルト位置をリ
セットするか、一度電源を切り、再度電源を入れてくだ
さい。

ズームする
ZOOMボタンを押します。

ご注意

望遠にした状態でパン・チルト動作をすると、画面上、
動作速度が一定でないように見えることがあります。

複数のカメラをリモコンで操作する

1 操作したいカメラ後面の IR SELECTスイッチを 1、
2、3のどれかに合わせる。

2 1で設定した番号と同じ番号のCAMERA SELECTボ
タン（リモコン）を押す。

これで、特定のカメラをリモコンから操作できるように
なります。
リモコンからカメラを操作するたびに、手順 2で押した
CAMERA SELECTボタンが点灯します。

矢印ボタン カメラの動き 設定方法

L/R     
DIRECTION SET

STD

1

押しながら

押す

REV

2

L/R     
DIRECTION SET

押しながら

押す

STANDBY 点滅

PAN-TILT
RESET

RM-EV100

SLOW FASTZOOM

L/R 
DIRECTION SET

TT

WW

被写体が大きくなる
（望遠：Telephoto）

すばやくズームする
（FAST 側）

被写体が小さくなる
（広角：Wide）

ゆっくりズームする
（SLOW側）

IR SELECT
1 2 3

POWER

CAMERA SELECT

1 2 3

AUTO

BACK LIGHT

MANUAL
FAR

FOCUS

NEAR

DATA SCREEN

CAMERA
SELECT
47パン・チルト・ズームを操作する
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カメラを調節する

ピントを合わせる

自動でピントを調節するには
AUTOボタンを押します。
自動的に画面中央部の被写体にピントが合います。

手動でピントを調節するには
MANUALボタンを押してから、FARボタンまたは
NEARボタンで調節します。

逆光を補正する
被写体の背後に光源があり、被写体が暗く映る場合など
BACK LIGHTボタンを押します。
解除するには、もう一度 BACK LIGHTボタンを押しま
す。

ご注意

BACK LIGHTボタンは、EXPOSUREメニューのMODE
をMANNUAL に設定した場合無効となります。

カメラの状態を記憶させ
るープリセット機能
カメラの向きや、ズーム、ピント調節、逆光補正の入切
などを 6種類まで記憶できます。

ご注意

本機では、16 種類のプリセットに対応していますが、付
属のリモコンで対応できるのは 1～ 6ポジションです。7
～ 16 ポジションにプリセットする場合は、別売りのリ
モートコントロールユニット RM-BR300 をご使用くださ
い。

記憶できる設定項目については、「プリセット項目」 （82
ページ）をご覧ください。

1 PAN-TILT RESETボタンを押してパン・チルト位置
をリセットする。

2 カメラの向き、ズーム、ピント、逆光補正を調節す
る。（47、48 ページ参照）

3 PRESETボタンを押しながら、POSITION 1 ～ 6 ボタ
ンの中から 1つ選んで押す。

選んだPRESETボタンの番号「PRESET No.xx」が
約 2 秒間表示されます。

記憶させた状態を呼び出すには
POSITION 1 ～ 6 ボタンの中から 1つ選んで押します。

POW
ER

CAM
ERA S

ELE
CT

1

2

3

AUTO

POSIT
IO

N

HOME

RM
-E

V10
0

RESET

PRESET

STD

REV

FAR

FOCUS

W
T

W
T

1

2

3

4

5

6

PAN-T
IL

T

SLO
W

FAST

ZOOM

L/R
 

DIRECTIO
N SET

PAN-T
ILT

RESET

DATA S
CREEN

NEAR

MANUAL

BACK LI
GHT

AUTO

FAR

NEAR

BACK LIGHT

MANUAL

CAMERA SELECT

1 2 3

AUTO

DATA SCREEN BACK LIGHT

MANUAL
NEARFAR

FOCUS

遠くの被写体に
ピントを合わせる

近くの被写体に
ピントを合わせる

AUTO

DATA SCREEN

STD REV

BACK LIGHT

1 2 3

MANUAL
NEARFAR

FOCUS

被写体が
明るく映る

POW
ER

CAM
ERA S

ELE
CT

1

2

3

AUTO

POSIT
IO

N

HOME

RM
-E

V10
0

STD

REV

BACK LI
GHT

MANUAL

FAR

NEAR

W
T

W
T

1

2

3

4

5

6

PAN-T
IL

T

L/R
 

DIRECTIO
N SET

PAN-T
ILT

RESET

DATA S
CREEN

RESETRESET

PRESET

SLO
W

FAST

ZOOM

FOCUS

2

2

1

3 POSITION1~6

3 PRESET

DATA SCREEN

POSITION

STD REV

BACK LIGHT

1 2 3

4 5 6
RESETPRESET

押しながら

設定したいボタン
を押す
カメラを調節する / カメラの状態を記憶させるープリセット機能
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記憶を消すには
RESETボタンを押しながら、 POSITION 1 ～ 6 ボタンの
中から記憶を消したいボタンを選んで押します。

ご注意

･ 電源を入れたときは、POSITION 1 に記憶された設定内
容で起動します。
･ 電源を一度切ってから再度入れたときに、電源を切る前
のカメラの状態やパン・チルト位置を反映させたいとき
は、POSITION 1 に設定を記憶させてください。
･ POSITION 1 への記憶設定、記憶消去は、他の
POSITIONよりも、2秒程度時間が多くかかります。
･ POSITIONへの記憶設定中または記憶消去中は、他の
POSITIONの記憶呼び出し、設定、消去はできません。

DATA SCREEN

POSITION

STD REV

BACK LIGHT

1 2 3

4 5 6
RESETPRESET

押しながら

消したいボタンを
押す
49カメラの状態を記憶させるープリセット機能
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50
操作を行う前に、本機とリモートコントロールユニット
RM-BR300 および周辺機器が正しく設置、接続されてい
るか確認してください。

詳しくは、「設置する」 （57 ページ）および「接続する」 
（65 ページ）をご覧ください。

電源を入れる

1 付属のAC電源アダプターと電源コードを使ってカメ
ラをコンセントにつなぐ。
電源が入り、POWERランプが点灯します。
電源を入れると、カメラは自動的にパン・チルト動
作をして、POSITION1 に記憶された位置になります
（パン・チルトリセット）。

2 リモートコントロールユニットRM-BR300 の ON/
OFFスイッチを押して、電源を入れる。
前回リモートコントロールユニットの電源を切る際
に選択されていた番号のCAMERAボタンが点灯し
ます。
（お買い上げ後、初めて電源を入れたときは１ボタン
が点灯します。）

3 その他の周辺機器の電源を入れる。

ご注意

カメラの電源は、リモートコントロールユニットの電源
より先に入れてください。カメラの電源を後で入れると、
リモートコントロールユニットで接続を認識できません。

リモートコントロールユニット
RM-BR300で電源を入切するには
カメラをコンセントにつないでいるときは、リモートコ
ントロールユニットの POWERボタンでカメラの電源の
入切ができます。
POWERボタンを押しながら、電源を入切したいカメラ
の CAMERAボタンを押します。
リモートコントロールユニットで電源を切ると、カメラ
の POWERランプは消え、STANDBYランプが点灯しま
す。

リモートコントロールユニットのパネルを
照明するには
PANEL LIGHTボタンを押します。すべてのPOSITION
ボタンと CAMERAボタンが点灯します。
照明を消すには、もう一度 PANEL LIGHTボタンを押し
ます。

複数のカメラを操作する
操作の前に、接続したカメラにアドレスを割り当てます。
いったんアドレスを割り当てれば、CAMERAボタンを押
すだけで、操作するカメラを切り換えることができます。

カメラアドレスを自動的に割り当てるには

1 各カメラの底面のカメラアドレス設定スイッチが0に
設定されていることを確認する。

カメラアドレス設定スイッチについては、22 ページ
をご覧ください。

2 すべてのカメラとリモートコントロールユニット
RM-BR300 の電源を入れる。

リモートコントロールユニット
RM-BR300を使った操作

1

1
9

LOCK

MODE

VALUE

RESET

MENU

PRESET

SHIFT

L/R
DIRECTION

PANEL
LIGHT

BLACK
LIGHT

PAN-TILT
RESET

ONE PUSH
AWB

POWER
AUTO

MANUAL

AUTO

ONE PUSH
AF

2 3 4 5 6 7

2
10

STD REV

3
11

4

POSITION

CAMERA

12
5
13

6
14

7
15

8
16

R
– +

BRIGHT

B
– +

FOCUS

NEAR FAR

1 2 PANEL LIGHT

POWER CAMERA

RESET
STANDBY点灯

PANEL
LIGHT
電源を入れる
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3 リモートコントロールユニットのRESETボタンを押
しながら POWER ボタンを押す。
カメラの接続が認識され、接続されている順番に各
カメラに 1～ 7のカメラアドレスが自動的に割り当
てられます。

4 リモートコントロールユニットのPOWERボタンを押
して、CAMERAボタンが点灯することを確認する。
カメラアドレスが割り当てられたカメラの数だけ
CAMERAボタンが点灯します。
これで CAMERAボタンを押すだけで、カメラを切
り換えることができます。

カメラアドレスを手動で割り当てるには
各カメラの底面のカメラアドレス設定スイッチでカメラ
アドレス 1～ 7を設定します。

カメラアドレス設定スイッチの設定のしかたは、22 ペー
ジをご覧ください。

パン・チルト・ズームを
操作する

パン・チルトする

1 カメラとリモートコントロールユニットRM-BR300の
電源を入れる。
カメラの電源が入り、カメラは自動的にパン・チル
トリセット動作をします。

2 CAMERAボタンを押して、操作したいカメラを選
ぶ。

3 ジョイスティックを使ってパン・チルトする。
画面を見ながら、見たい方向にジョイスティックを
倒します。
ジョイスティックを倒す角度によって、パン・チル
トの速度が変わります。
手を離すと、動作が停止します。

パン・チルトの最高速度を制限するには
ジョイスティックを最大限に倒したとき（最高速度）の
速度を 7段階に制限できます。

1 SHIFTボタンを押しながらPAN-TILT RESETボタン
を 1秒以上押す。
CAMERAボタン 1～ 7がすべて点滅します。

2 制限したい速度に対応したCAMERAボタンを押す。

CAMERAボタン パン・チルト最高速度

1 3.5度／秒

2 6.4度／秒

3 11度／秒

4 18.3度／秒

5 29度／秒

1

1
9

LOCK

MODE

VALUE

RESET

MENU

PRESET

SHIFT

L/R
DIRECTION

PANEL
LIGHT

BLACK
LIGHT

PAN-TILT
RESET

ONE PUSH
AWB

POWER
AUTO

MANUAL

AUTO

ONE PUSH
AF

2 3 4 5 6 7

2
10

STD REV

3
11

4

POSITION

CAMERA

12
5
13

6
14

7
15

8
16

R
– +

BRIGHT

B
– +

FOCUS

NEAR FAR

32

1 PAN-TILT RESET

POWER

REV

STD 

L/R DIRECTION

SHIFT
51パン・チルト・ズームを操作する
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52
押したCAMERAボタンのみが点滅し、対応する最
高速度が設定されます。

ご注意

パン・チルトの最高速度を制限するための設定は、
リモートコントロールユニットRM-BR300 に記憶さ
れます。ご使用になるRM-BR300 を交換した場合や、
RM-BR300 に接続するカメラを交換した場合は、再
度設定し直してください。

カメラの向きを正面に戻すには
ジョイスティック上部のボタンを 1～ 2秒押します。

カメラヘッド部の向きを手で動かしてし
まったら
PAN-TILT RESETボタンを押してパン・チルト位置をリ
セットします。

カメラの動きとジョイスティックを倒す方
向が違うときは
通常、ジョイスティックを右へ倒すとカメラは右方向に
動くよう設定されています。画面を見ながらカメラの向
きを変えるときなど、カメラの動きを左右逆にしたい場
合は、CAMERAボタンでカメラを選び、L/R 
DIRECTIONボタンを押しながらPOSITION 2（REV）
ボタンを押します。もとの設定に戻すときは、 L/R 
DIRECTION ボタンを押しながら POSITION  1（STD）
ボタンを押します。

ご注意

上記の設定はリモートコントロールユニット RM-BR300
からの出力信号を変えているだけで、カメラ本体の設定
を変えているのではありません。

カメラのSTANDBYランプが点滅したら
外力でカメラが動かされたときや、物や指をはさんだ場
合など、カメラのマイコンがカメラのパン・チルト位置
を正しく記憶していないことがあります。
PAN-TILT RESETボタンを押してパン・チルト位置をリ
セットします。

ズームする
ジョイスティック上部のダイヤルを左右に回します。

ご注意

望遠にした状態でパン・チルト動作をすると、画面上、
動作速度が一定でないように見えることがあります。

6 43度／秒

7 60度／秒

CAMERAボタン パン・チルト最高速度

１～２秒押す

ジョイスティック カメラの動き 設定方法

1
9

STD

L/R
DIRECTION

押しながら

押す

右へ倒すと

2
10

REV

L/R
DIRECTION

押しながら

押す

右へ倒すと

STANDBY点滅

被写体が小さくなる
（広角：Wide）

被写体が大きくなる
（望遠：Telephoto）
パン・チルト・ズームを操作する
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カメラを調節する

ピントを合わせる

自動でピントを調節するには
AUTO/MANUALボタンを押して、AUTOインジケー
ターを点灯させます。
自動的に画面中央部の被写体にピントが合います。

手動でピントを調節するには
AUTO/MANUALボタンを押してAUTOインジケー　
ターを消してから、FOCUS つまみを左右に回して調節し
ます。

手動調整中にワンタッチでピントを自動調
節するには
ONE PUSH AFボタンを押します。自動的に画面中央部
の被写体にピントが合います。

逆光を補正する
被写体の背後に光源があり、被写体が暗く映る場合など
BACK LIGHTボタンを押します。
解除するには、もう一度 BACK LIGHTボタンを押しま
す。

ご注意

BACK LIGHTボタンは、EXPOSUREメニューのMODE
をMANUAL に設定した場合無効となります。

スポットライト補正をする
被写体の一部に明るい場所がある場合、SHIFTボタンを
押しながら BACK LIGHTボタンを押します。露出が暗く
調整されて撮影できます。
解除するには、もう一度 SHIFTボタンを押しながら
BACK LIGHTボタンを押します。

ご注意

逆光補正とスポットライト補正を同時に機能させること
はできません。

ホワイトバランスを調節する
被写体と同じ照明条件のところに白いものを置き、ズー
ムアップして画面に白を映します。（白壁などでも代用で
きます。）
この白を使って、ホワイトバランスを調節します。

自動でホワイトバランスを調節するには

1 COLORメニューのWHITE BALANCEをONE PUSH
に設定する。

設定のしかたは、「COLOR メニュー」 （35 ページ）
をご覧ください。

2 ONE PUSH AWBボタンを押す。
自動的にホワイトバランスを調節します。

1

1
9

LOCK

MODE

VALUE

RESET

MENU

PRESET

SHIFT

L/R
DIRECTION

PANEL
LIGHT

BLACK
LIGHT

PAN-TILT
RESET

ONE PUSH
AWB

POWER
AUTO

MANUAL

AUTO

ONE PUSH
AF

2 3 4 5 6 7

2
10

STD REV

3
11

4

POSITION

CAMERA

12
5
13

6
14

7
15

8
16

R
– +

BRIGHT

B
– +

FOCUS

NEAR FAR

ONE PUSH AWB

ONE PUSH AF

BACK 
LIGHTVALUE/R

MODE

BRIGHT/B

FOCUS AUTO/MANUAL

SHIFT

AUTO

AUTO
MANUAL

FOCUS

NEAR FAR

遠くの被写体に
ピントを合わせる

近くの被写体に
ピントを合わせる

ONE PUSH
AF

BACK
LIGHT

ONE PUSH
AWB
53カメラを調節する
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54
手動でホワイトバランスを調節するには

1 COLORメニューのWHITE BALANCEをMANUAL
に設定する。

設定のしかたは、「COLOR メニュー」 （35 ページ）
をご覧ください。

2 MODEボタンを押して、VALUE/R つまみと
BRIGHT/B つまみの R、Bの文字を点灯させる（ホ
ワイトバランス調節モード）。

3 Rつまみで赤のゲイン、Bつまみで青のゲインを調節
する。

RつまみとBつまみの機能
MODEボタンでホワイトバランス調整モードを選択して
いるとき、本機の COLORメニューのWHITE 
BALANCEの設定により、Rつまみと Bつまみの機能は
次のように変わります。

WB R./B.SHIFT（ホワイトバランス赤 /青シフト）調整
については、「WHITE BALANCE（ホワイトバランス
モード）」 （35 ページ）をご覧ください。

明るさを調節する

1 EXPOSUREメニューのMODEを SHUTTER Pri、ま
たは IRIS Pri、GAIN Pri、MANUALに設定する。

設定のしかたは、「EXPOSUREメニュー」 （34 ペー
ジ）をご覧ください。

2 MODEボタンを押して、VALUE/R つまみと
BRIGHT/B つまみのVALUEと BRIGHTの文字を
点灯させる（明るさ調節モード）。

3 VALUEつまみ、またはBRIGHTつまみで明るさを調
節する。

VALUEつまみとBRIGHTつまみの機能
VALUEつまみと BRIGHTつまみの機能は、EXPOSURE
メニューのMODE設定によって次のように変わります。

WHITE BALANCE
の設定

Rつまみ Bつまみ

MANUAL 赤のゲイン調整 青のゲイン調整

AUTO1/2、ONE 
PUSH

WB R.SHIFT 調整 WB B.SHIFT 調整

MODE

– +

– +

VALUE

R

BRIGHT

B

＋側へ回すと
青が強くなる

ー側へ回すと
赤が弱くなる

＋側へ回すと
赤が強くなる

ー側へ回すと
青が弱くなる MODEの設定 VALUEつまみの機能 BRIGHT つまみの機能

FULL AUTO （未使用） EX-COMP LEVEL 調整
（EXPOSUREメニュー
の EX-COMPが ONの
とき）

SHUTTER Pri SHUTTER SPEED
調整

IRIS Pri F 値調整

GAIN Pri GAIN 調整

MANUAL SHUTTER SPEED 調整 ･ F値 +GAIN 調整（リ
モートコントロールユ
ニット底面のDIP ス
イッチ 3が ONのと
き）

･ F値調整（リモートコ
ントロールユニット底
面のDIP スイッチ 3
が OFFのとき）

MODE

– +

– +

VALUE

R

BRIGHT

B

+側へ回すと
SPEED、GAINま
たは F値が変わり、
画面が明るくなる

－側へ回すと
SPEED、GAIN ま
たは F値が変わり、
画面が暗くなる

－側へ回すと
LEVEL、F値また
はGAIN が変わり、
画面が暗くなる

+側へ回すと
LEVEL、F値また
はGAIN が変わり、
画面が明るくなる
カメラを調節する
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カメラの状態を記憶させ
る－プリセット機能
リモートコントロールユニット RM-BR300 を使って、カ
メラの向きや、ズーム、ピント調節、逆光補正の入 /切
などを 16 種類（16 ポジション）までカメラ内部のメモ
リーに記憶させることができます。
記憶できる設定項目については、「プリセット項目」 （82
ページ）をご覧ください。

カメラの状態を記憶させる

ポジション9～16を選ぶには
SHIFTボタンを押しながら PRESETボタン（記憶させる
とき）または RESETボタン（記憶を消すとき）を押す
と、SHIFTボタンの下側のインジケーターが点灯します。
POSITION1 ～ 8ボタンがポジション 9～ 16 用に切り換
わり、設定できます。
SHIFTボタンから指を離すと、上側のインジケーターが
点灯し、POSITION1 ～ 8ボタンがポジション 1～ 8用に
戻ります。

カメラの状態を記憶させるには

1 PAN-TILT RESETボタンを押してパン・チルト位置
をリセットする。

2 CAMERAボタンを押してカメラを選択する。

3 カメラの向き、ズーム、ピント、逆光補正などを調
節する。（51、53 ページ参照）

4 PRESETボタンを押しながら、POSITIONボタン
（POSITION1 ～ 8）、または SHIFT ボタンと
POSITIONボタン（POSITION9 ～ 16）を押す。

カメラの状態がカメラ内部のメモリーに記憶されま
す。
記憶中は押したボタンが点滅します。記憶が完了す
ると点滅が止まります。

記憶させた状態を呼び出すには
POSITION ボタンの中から 1つ選んで押します。
POSITION 9 ～ 16 を呼び出す場合は、SHIFT ボタンを押
しながら呼び出したい POSITIONボタンを押します。

記憶を消すには
RESETボタンを押しながら、POSITIONボタン
（POSITION1 ～ 8）、または SHIFTボタンと POSITION
ボタン（POSITION9 ～ 16）を押す。

記憶消去中は押したボタンが点滅します。消去が完了す
ると点滅が止まります。

ご注意

･ 電源を入れたときは、POSITION 1 に記憶された設定内
容で起動します。
･ 電源を一度切ってから再度入れたときに、電源を切る前
のカメラの状態やパン・チルト位置を反映させたいとき
は、POSITION 1 に設定を記憶させてください。
･ POSITIONへの記憶設定中または記憶消去中は、他の
POSITIONの記憶呼び出し、設定、消去はできません。

SHIFT
ポジション１～８のとき点灯

ポジション９～16のとき点灯

1

1
9

LOCK

MODE

VALUE

RESET

MENU

PRESET

SHIFT

L/R
DIRECTION

PANEL
LIGHT

BLACK
LIGHT

PAN-TILT
RESET

ONE PUSH
AWB

POWER
AUTO

MANUAL

AUTO

ONE PUSH
AF

2 3 4 5 6 7

2
10

STD REV

3
11

4

POSITION

CAMERA

12
5
13

6
14

7
15

8
16

R
– +

BRIGHT

B
– +

FOCUS

NEAR FAR

24

4 1RESET

1
9

2
10

3
11

4
12

5
13

6
14

7
15

8
16

RESET

PRESET

SHIFT

押しながら（POSITION1～ 8）

設定したいボタンを押す

押しながら（POSITION9～ 16）

1
9

2
10

3
11

4
12

5
13

6
14

7
15

8
16

RESET

PRESET

SHIFT

消したいボタンを押す

押しながら（POSITION1～ 8）

押しながら（POSITION9～ 16）
55カメラの状態を記憶させる－プリセット機能
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56
ポジション移動時の速度を設定する
プリセットしたポジションへカメラが移動するときのパ
ン・チルト速度を設定できます。

1 CAMERAボタンを押してカメラを選択する。

2 移動速度を設定したいPOSITIONボタンを1秒以上押
す。
CAMERAボタン 1～ 7がすべて点滅します。

3 設定したい速度に対応したCAMERAボタンを押す。

これで、カメラが移動するときの速度が設定されま
した。

ポジション9～16の移動速度を設定する
には
SHIFTボタンを押しながら POSITIONボタンを 1秒以上
押すと、POSITION1 ～ 8ボタンがポジション 9～ 16 用
に切り換わり、設定できます。

CAMERAボタン パン・チルト速度
1 1 度 / 秒
2 2.2 度 / 秒
3 4.8 度 / 秒
4 11 度 / 秒
5 23.3 度 / 秒
6 43 度 / 秒
7 60 度 / 秒 ( デフォルト )
カメラの状態を記憶させる－プリセット機能
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設置と接続

設置する

インターフェースボードを取り付け
る
後面のカードスロットへ別売のインターフェースボード
を取り付けます。

1 ネジを 2本ゆるめ、カバーを取り外す。

2 別売りのインターフェースボードを挿入する。
両側のスライドレールに基板の端を合わせ、奥まで
しっかりと挿入してください。

3 両側のネジを締める。

インターフェースボードを取り外すには
インターフェースボード両側のネジをゆるめ、水平に
ゆっくりと引き抜きます。

カメラを設置する

デスクトップへ設置するには
カメラ本体は、平らなところに置きます。
やむを得ず傾いたところに設置するときは、パン・チル
ト動作性能を保証するため、水平に対して± 15°以内の
ところに設置してください。

ご注意

･ 設置する際は落下防止処置を施してください。
･ 持ち運ぶときは、カメラヘッド部を持たないでくださ
い。
･ カメラヘッド部をパン方向やチルト方向へ手で回さない
でください。故障の原因となります。

インターフェース
ボード（別売り）
57設置する
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58
三脚に取り付けるには
底面の三脚取り付け用ネジ穴に三脚を取り付けます。
三脚は、段差のない平面に取り付け、手でしっかり締め
付けてください。
三脚取り付け用のネジは、次の規格のものを使用してく
ださい。

4＝ 4.5 mm～ 7mm
4＝ 0.18 ～ 0.27 インチ

ワイドコンバージョンレンズ
VCL-HG0862を取り付ける
VCL-HG0862 は 0.8 倍のワイドコンバージョンレンズで
す。

VCL-HG0862 の取りはずしボタンを押しながらカメラの
レンズ部にはめ、ボタンを押したまま、時計方向に突き
あたるまで（ロックするまで）レンズを回して固定しま
す。レンズのセンターマークがカメラのタリーランプに
合うようにします。
取りはずすときは、取りはずしボタンを押しながら止ま
るまでレンズを反時計方向に回し、ボタンを押したまま
取りはずします。

ご注意

･ ワイドコンバージョンレンズを本機に取り付けるとき
は、レンズフードは使用しないでください。
･ VCL-HG0862 以外のワイドコンバージョンレンズを取り
付けた場合は、動作保証できません。
･ ワイドコンバージョンレンズをご使用になる場合は、事
前に画質をご確認ください。
･ ワイドコンバージョンレンズを装着してTELE側にす
ると、解像度が低く感じられる場合があります。
･ ワイドコンバージョンレンズを装着してWIDE 端を撮
影したとき、周辺がゆがんで見える場合がありますが、
故障ではありません。

レンズウエイトを取り付ける
本カメラは電源を切るときのレンズの向きにより、電源
を切ったあとレンズが上を向く場合があります。付属の
レンズウエイトを取り付けると、電源を切ったときのレ
ンズの位置を保持することができます。

1 カメラの電源を切る。

三脚用ネジによる固定は、高所への設置には使用しない
でください。

1/4 -20UNC

取りはずしボタン

ワイドコンバージョンレンズの落下防止のため、以下の
点にご注意ください。
･ 取り付け後に、レンズが回転しないことを確認してく
ださい。
･ 振動や衝撃を受ける環境では使用しないでください。
･ 1 年に一度は取り付けがゆるんでいないことを点検し
てください。また、使用状況に応じて点検の間隔を短
くしてください。
設置する
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2 レンズウエイトをカメラのレンズ部にはめる。

3 図のように、両方の指でレンズウエイトを時計回り
に回してしっかり締める。

4 落下防止用のネジ（3 M2.6 × 6）（付属）を取り付
け、プラスドライバーでしっかり締める。

レンズウエイトを取りはずすときは
落下防止用のネジを取りはずしてから、反時計回りにレ
ンズウエイトを回して取りはずしてください。

取りはずしにくいときは、レンズウエイトの 2箇所の溝
にコインなどを入れて回してください。このとき、レン
ズを傷つけないようご注意ください。

高所へ設置する
付属のシーリングブラケットとワイヤーロープ、ネジと、
取り付け部材（付属していません）を使ってカメラを天
井に取り付けたり、高い所にある棚や台などに設置する
ことができます。
設置する際には、水平な天井や棚などに設置してくださ
い。やむを得ず傾きのあるところに設置する場合は、パ
ン・チルト動作性能を保証するため、傾きが水平面に対
して± 15°以内のところに設置してください。

設置する前に
カメラの撮影方向を決めてから、天井や棚などにシーリ
ングブラケット（B）と接続ケーブル用の穴をそれぞれ開
けておきます。シーリングブラケット（B）の寸法は 87
ページをご覧ください。

レンズウエイト

溝

3 M2.6 × 6

レンズウエイトの落下防止のため、以下の点にご注意く
ださい。
･ 取り付け後に、レンズウエイトが回らないことを確認
してください。また、落下防止用のネジがゆるんでい
ないことを確認してください。
･ 振動や衝撃を受ける環境では使用しないでください。
･ 1 年に一度は取り付けがゆるんでいないことを点検し
てください。また、使用状況に応じて点検の間隔を短
くしてください。

･ 天井などの高所に設置する場合は、専門の工事業者に
依頼してください。
･ 高所への設置は、設置部および使用する取り付け部材
（付属品を除く）が、60kg 以上の重量に充分耐えられ
る強度があることをお確かめの上、確実に取り付けて
ください。充分な強度がないと落下して大けがの原因
となります。
･ 落下事故防止のため、付属のワイヤーロープは必ず取
り付けてください。
･ 高所へ設置した場合は、1年に一度は取り付けがゆる
んでいないことを点検してください。また、使用状況
に応じて点検の間隔を短くしてください。
59設置する
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60
ご注意

･ 接続ケーブルは、シーリングブラケット（A）の中を通
して配線できません。天井や棚などの本体後部の位置
に、配線用の穴が必要です。
･ シーリングブラケットにはカメラ以外のものを取り付け
ないでください。
･ 天井に設置する場合、シーリングブラケットはジャンク
ションボックスに取り付けることはできません。

天井への設置（設置例）

1 SYSTEMメニューの IMG-FLIP を ONにする。

2 カメラ底面のネジをはずして脚 4本を取り外す。

3 シーリングブラケット（A）を付属のネジ（3M3×
8）4本でカメラの底面に取り付ける。

図のように、ブラケット（A）のねじ用の○穴とカ
メラの正面を合わせ、ブラケットのネジ穴をカメラ
底面のネジ穴に合わせて取り付けます。

4 シーリングブラケット（B）に取り付け部材（付属し
ていません）を取り付け、天井に取り付ける。
シーリングブラケット（B）の△穴が、あとでカメラ
の正面になる方向に合わせて取り付けてください。

5 落下防止用のワイヤーロープを天井側に取り付ける。
取り付けネジはM5（3/16 インチ）の六角穴付きボ
ルト（付属していません）を使用し、シーリングブ

取り付けネジは付属のネジをご使用ください。付属
品以外のネジを使用した場合、本体内部を破損する
恐れがあります。

カメラ正面

シーリング
ブラケット
（A）

3M3× 8（付属）

△穴

天井

シーリングブラケット（B）

取り付け部材
設置する
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ラケット（B）を取り付けた部材とは別の部材に取り
付けてください。

6 落下防止用のワイヤーロープをシーリングブラケッ
ト（A）に取り付ける。
シーリングブラケット（A）のワイヤーロープ用金
具にワイヤーロープを通し、付属のステンレスネジ
（3M4× 8）でブラケットの取り付け部にしっかり
固定する。

7 シーリングブラケット（A）の正面にあるねじ用の
○穴をシーリングブラケット（B）の◇穴に合わせて
さしこみ、シーリングブラケット（A）をカメラご
と右方向に回して仮固定する。

8 付属のネジ（3M3× 8）3本でシーリングブラケット
（A）と（B）を固定する。

取り付けには付属のネジをご使用ください。付属以
外のネジをご使用になると、ワイヤーロープの機能
が有効に働かない可能性があります。

天井

シーリングブラケット（B）

取り付け部材

M5（3/16インチ）
六角穴付きボルト

ワイヤーロープ（付属）

シーリング
ブラケット（A）

ワイヤーロープ（付属）

3M4× 8（付属）

ワイヤーロープ用金具

1

2

シーリング
ブラケット（B）

天井

合わせる

シーリング
ブラケット
（A）

天井

3M3× 8
（付属）
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62
9 カメラ後面の端子にケーブルを接続する。

ご注意

接続したケーブル類は接続部に負荷がかからないよ
うに処理してください。

10 必要に応じて、SONYバッチとHDバッチを反転させ
る。

カメラの外しかた

1 「天井への設置（設置例）」の手順 8で、カメラを固定
したネジ 3本を外す。

2 カメラ全体を左方向へ回して外す。

高所の棚などへの設置（設置例）

1 カメラ底面のネジをはずして脚 4本を取り外す。

2 シーリングブラケット（A）を付属のネジ（3M3×
8）4本でカメラの底面に取り付ける。

図のようにブラケット（A）のねじ用の○穴とカメ
ラの正面を合わせ、ブラケットのネジ穴をカメラ底
面のネジ穴に合わせて取り付けます。

ご注意

取り付けネジは付属のネジをご使用ください。付属
品以外のネジを使用した場合、本体内部を破損する
恐れがあります。

3 落下防止用のワイヤーロープをシーリングブラケッ
ト（A）に取り付ける。
シーリングブラケット（A）のワイヤーロープ用金
具にワイヤーロープを通し、付属のステンレスネジ
（3M4× 8）でブラケットの取り付け部にしっかり
固定する。

天井

カメラ正面
シーリング
ブラケット
（A）

3M3× 8（付属）

シーリング
ブラケット（A）

ワイヤーロープ（付属）

3M4× 8（付属）
ワイヤーロープ用金具
設置する
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4 シーリングブラケット（B）を、カメラを設置する棚
などに取り付ける。
ネジ 4本（付属していません）を使って取り付けま
す。取り付ける棚などの材質に合ったネジをお使い
ください。
シーリングブラケット（B）の△穴が、あとでカメラ
の正面になる方向に合わせて取り付けてください。

5 落下防止用のワイヤーロープを棚側の部材に取り付
ける。
取り付けネジは、M5（3/16 インチ）の六角穴付きボ
ルト（付属していません）を使用し、シーリングブ
ラケット（B）を取り付けた棚などとは別の部材に取
り付けてください。

取り付けには付属のネジをご使用ください。付属以
外のネジをご使用になると、ワイヤーロープの機能
が有効に働かない可能性があります。

ネジ（4本）

シーリング
ブラケット（B）

△穴

壁

棚など

接続ケーブル用穴

ワイヤーロープ
（付属）

M5（3/16インチ）
六角穴付きボルト
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64
6 シーリングブラケット（A）の正面にあるねじ用の
○穴をシーリングブラケット（B）の◇穴に合わせて
さしこみ、シーリングブラケット（A）をカメラご
と左方向に回して仮固定する。

7 付属のネジ（3M3× 8）3本でシーリングブラケット
（A）と（B）を固定する。

8 カメラ後面の端子にケーブルを接続する。

合わせる

シーリング
ブラケット（B）

シーリング
ブラケット（A）

3M3× 8
（付属）
設置する
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ご注意

接続したケーブル類は接続部に負荷がかからないよ
うに処理してください。

カメラの外しかた

1 「高所の棚などへの設置」の手順 7で、カメラを固定
したネジ 3本を外す。

2 カメラ全体を右方向へ回して外す。

接続する

AC電源への接続
付属のAC電源アダプターと電源コードを使って、AC電
源へ接続します。

警告

本機は電源スイッチを備えていません。
設置の際には、容易にアクセスできる固定配線内に専用
遮断装置を設けるか、使用中に、容易に抜き差しできる、
機器に近いコンセントに電源プラグを接続してください。
万一、異常が起きた際には、専用遮断装置を切るか、電
源プラグを抜いてください。

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN VIDEO

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT S VIDEO DC IN 12V

R

DC IN 12V

AC電源アダプター
MPA-AC1（付属）

電源コンセントへ

電源コード
（付属）
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66
リモートコントロールユニットRM-
BR300との接続
リモートコントロールユニットに付属の RS-232C 接続
ケーブルを使って接続します。

ご注意

VISCA RS-232C 接続の場合は、カメラ底面の BOTTOM
スイッチ（22 ページ）とリモートコントロールユニット
底面のDIPスイッチ（26 ページ）で RS-232C が選択され
ていることを確認してください。

VISCA RS-422端子を使って接続するに
は
RS-232C 接続ケーブルの代わりに、VISCA RS-422 端子を
使ってリモートコントロールユニット RM-BR300 を接続
することもできます。VISCA RS-422 接続では、最大 1.2 
kmまでの接続が可能です。
カメラとリモートコントロールユニットに付属の RS-422
端子台コネクターを使って、接続ケーブルを製作してく
ださい。

接続ケーブル製作の際は、VISCA RS-422 端子のピン配列
（90、91 ページ）とVISCA RS-422 接続の配線図（93 ペー
ジ）を参考にしてください。
また、VISCA RS-422 端子台コネクターの使いかたは、94
ページをご覧ください。

ご注意

･ VISCA RS-422 接続の場合は、カメラ底面の BOTTOM
スイッチ（22 ページ）とリモートコントロールユニッ
ト底面のDIPスイッチ（26 ページ）で RS-422 が選択さ
れていることを確認してください。
･ VISCA RS-422 接続時はVISCA RS-232C 接続を行うこ
とはできません。

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VIDEO S VIDEO

電源コンセントへ
VISCA RS-232C IN

RS-232Cケーブル
（RM-BR300に付属）

VISCA RS-232C

AC電源アダプター
（RM-BR300に付属）

電源コード
（RM-BR300に
付属）

リモートコントロール
ユニット RM-BR300

DC IN 12V

電源コンセントへ

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VIDEO S VIDEO

電源
コンセントへ

電源
コンセントへ

VISCA RS-422
接続ケーブル

リモートコントロール
ユニットRM-BR300

VISCA 
RS-422

VISCA RS-422
接続する
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アナログコンポーネント（YPbPr）
入力端子を持つモニターなどとの接
続

VISCA RS-232C端子を持つ機器
との接続
VISCA RS-232C 接続ケーブル（クロスタイプ）を接続す
ると、複数のカメラを 1台のリモートコントロールユ
ニット RM-BR300 でコントロールすることができます。

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VIDEO S VIDEO

RGB/
COMPONENT

D-sub15ピン付接続
ケーブル（市販）

コンポーネント入力端子へ

HDビデオモニターなど

電源コンセントへ

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VIDEO S VIDEO

VIDEO S VIDEO

VIDEO S VIDEO

RGB/COMPONENT

RGB/COMPONENT

1台目のBRC-Z700

2台目のBRC-Z700

3～７台目のBRC-Z700

リモートコントロールユニットRM-BR300

VISCA RS-232C IN

RS-232Cケーブル

VISCA RS-232C OUT

VISCA RS-232C IN

RS-232Cケーブル

VISCA 
RS-232C OUT

RS-232C
ケーブル

（RM-BR300
に付属）

VISCA RS-232C

VISCA
RS-232C IN

電源コンセントへ

電源コンセントへ

電源コンセントへ

電源コンセントへ
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リモートコントロールユニット RM-BR300 の代わりに、
VISCA RS-232C 端子を持つコンピューターに接続するこ
とも可能です。

ご注意

VISCA RS-232C 接続の場合は、カメラ底面の BOTTOM
スイッチ（22 ページ）とリモートコントロールユニット
底面のDIPスイッチ（26 ページ）で RS-232C が選択され
ていることを確認してください。

VISCA RS-422端子を持つ機器と
の接続
VISCA RS-422 端子を使って複数のカメラを接続すること
もできます。VISCA RS-422 接続では、最大 1.2 kmまで
の接続が可能です。
カメラとリモートコントロールユニットに付属の RS-422
端子台コネクターを使って、接続ケーブルを製作してく
ださい。

接続ケーブル製作の際は、VISCA RS-422 端子のピン配列
（90、91 ページ）とVISCA RS-422 接続の配線図（93 ペー
ジ）を参考にしてください。
また、VISCA RS-422 端子台コネクターの使いかたは、94
ページをご覧ください。

ご注意

･ VISCA RS-422 接続の場合は、カメラ底面の BOTTOM
スイッチ（22 ページ）とリモートコントロールユニッ
ト底面のDIP スイッチ（26 ページ）で RS-422 が選択さ
れていることを確認してください。
･ VISCA RS-422 接続時はVISCA RS-232C 接続を行うこ
とはできません。
･ VISCA RS-422 接続とVISCA RS-232C 接続のケーブル
を同時に配線しないでください。同時に配線すると、カ
メラが誤動作することがあります。

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VIDEO S VIDEO

VIDEO S VIDEO

VIDEO S VIDEO

1台目の
BRC-Z700

2台目の
BRC-Z700

３～７台目の
BRC-Z700

リモートコントロールユニットRM-BR300

電源コンセントへ

VISCA
RS-422

接続ケーブル

VISCA RS-422
接続ケーブル

VISCA RS-422
接続ケーブル

VISCA RS-422

VISCA RS-422

VISCA RS-422

電源
コンセントへ

電源
コンセントへ

VISCA RS-422

VISCA
RS-422

VISCA RS-422

電源
コンセントへ
接続する
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コンポジットビデオまたは S映像入
力端子を持つビデオモニターやVTR
との接続

SDI 入力端子を持つVTRとの接続
別売のHD/SD-SDI 出力カード BRBK-HSD1 を本機に取り
付け、カードのHD/SD切り換えスイッチを SD側にして
本機の電源を入れます。カメラ映像を SD-SDI 信号
（59.94i 設定時 SMPTE259Mシリアルデジタルインター
フェース規格に準拠、50i 設定時 ITU-R BT.656 シリアル
デジタルインターフェース規格に準拠）にダウンコン
バートして出力することができます。

SDI OUTPUT端子から出力される信号の映像サイズ（ア
スペクト比）は、SD-SDI メニューの IMG SIZE で変更で
きます。詳しくは、「SD-SDI メニュー」 （42 ページ）を
ご覧ください。

ご注意

BRBK-HSD1 からのすべての出力信号は、カード内の信号
処理のため、カメラのYPbPr/RGB信号にくらべて約
93H（水平同期時間）遅延します。外部同期時も同様に遅
れます。

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VIDEO S VIDEO

電源コンセントへ
TVIDEO

コンポジットビデオ
入力端子へ

ビデオモニター、
VTRなど

S映像接続ケーブル75Ω同軸ケーブル

S映像入力端子へ

S VIDEO
RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VIDEO S VIDEO

HDSD

HD/SD-SDI 出力カード
BRBK-HSD1

BNCコネクター付き
接続ケーブル

SDI 入力端子へ

SDI 入力端子のあるDVCAM VTRなど

SDI OUTPUT
電源コンセントへ
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70
HD-SDI 入力端子を持つVTRとの
接続
別売のHD/SD-SDI 出力カード BRBK-HSD1 を本機に取り
付け、カードのHD/SD切り換えスイッチをHD側にして
本機の電源を入れます。カメラ映像をHD-SDI
（SMPTE292Mシリアルデジタルインターフェース）規格
に準拠した信号に変換して出力することができます。

ご注意

BRBK-HSD1 からのすべての出力信号は、カード内の信号
処理のため、カメラのYPbPr/RGB信号にくらべて約 4H
（水平同期時間）遅延します。外部同期時も同様に遅れま
す。

HDオプチカルマルチプレックスユ
ニットBRU-H700との接続
別売のHDオプチカルマルチプレックスカードBRBK-
MF1 を本機に取り付けると、光ファイバーケーブル
CCFC-M100HGと HDオプチカルマルチプレックスユ
ニット BRU-H700 を使って、最大 1,000mの距離からカメ
ラをコントロールすることができます。

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VIDEO S VIDEO

HDSD

HD-SDI 入力端子のあるHDCAM VTRなど

HD/SD-SDI 出力カード
BRBK-HSD1

BNCコネクター付き
接続ケーブル

HD-SDI 入力端子へ

SDI OUTPUT 電源コンセントへ

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R

VIDEO S VIDEO

IN  EXT SYNC  OUT IN VISCA RS-232C OUTCAMERA

~AC IN

VISCA RS-422

AUDIO

L

R

FUNCTION
1 6

RGB/COMPONENT

RS-232Cケーブル *

（RM-BR300に付属）

VISCA RS-232C IN

D-sub
15ピン付
接続ケーブル
（市販）

リモートコントロールユニット
RM-BR300

* VISCA RS-232C接続の代わりにVISCA RS-422端子を使っ
て、VISCA RS-422接続を行うこともできます。

電源コンセントへ

光ファイバーケーブル
CCFC-M100HG

電源コンセントへ

電源コンセントへ

VISCA RS-232C

HDモニターなど

HD オプチカル
マルチプレックス
ユニット
BRU-H700

CAMERA

HD オプチカルマルチ
プレックスカード
BRBK-MF1

電源コード
（BRU-H700に付属）

RGB/COMPONENT

RGB/コン
ポーネント
入力端子

へ

オプチカル端子
接続する
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ご注意

･ 光ファイバーケーブル接続時は、カメラのVISCA RS-
232C 端子とVISCA RS-422 端子は使えません。
･ HDオプチカルマルチプレックスユニットとリモートコ
ントロールユニットをVISCA RS-232C 接続または
VISCA RS-422 接続する場合は、HDオプチカルマルチ
プレックスユニット後面のVISCA FUNCTIONスイッ
チ（28 ページ）とリモートコントロールユニット底面
のDIP スイッチ（26 ページ）で使用するVISCA方式
が選択されていることを確認してください。

光ファイバーケーブルCCFC-M100HGご使用時のご注
意
･ 光ファイバーケーブルの伝送特性に影響を及ぼさないた
め、ケーブルの曲げ部分は半径 40 mm以上確保して固
定してください。

･ 2 本の光ファイバーケーブル CCFC-M100HG を接続し
て延長する場合は、光ファイバーケーブルに付属の延長
プラグを使用してください。

ビデオスイッチャーとの接続
複数のカメラを切り換えて使うとき、市販のビデオス
イッチャーを接続します。

ビデオスイッチャーへの接続については、スイッチャー
の取扱説明書をご覧ください。

光ファイバーケーブル CCFC-M100HG は難燃規格VW-1 適合品
です。

BRC-Z700

CCFC-M100HG

BRU-H700

半径 40 mm以
上確保する

CCFC-M100HG

A
B

延長プラグ
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外部同期の接続

カメラ1台の場合

複数のカメラをHD同期信号で同期をとる
最大 7台までのカメラが接続可能です。

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

EXT SYNC IN

IR SELECT

75

1  2  3

OFF ON

DATA MIX
OFF ON

IN VISCA RS-232C OUT DC IN 12V

R
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SYNC OUT 端子へ

同期信号発生器

75Ω終端スイッチ：ON

電源コンセントへ
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1台目の BRC-Z700
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販
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３～７台目（最終端）の
BRC-Z700

2台目の BRC-Z700

EXT SYNC IN

75Ω同軸ケーブル

SYNC OUT 端子へ

HD同期信号発生器

EXT SYNC IN

電源コンセントへ

電源コンセントへ

電源コンセントへ
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複数のカメラをSD同期信号で同期をとる
場合
最大 7台までのカメラが接続可能です。

ご注意

BRBK-HSD1 からのすべての出力信号は、カード内の信号
処理のため、カメラのYPbPr/RGB信号にくらべて遅延
します。

RGB/COMPONENT

VISCA RS-422
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IR SELECT
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VIDEO S VIDEO
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75Ω終端スイッチ：OFF

75Ω終端スイッチ：OFF

1台目のBRC-Z700

75Ω終端スイッチ：ON

３～７台目（最終端）の
BRC-Z700

2台目のBRC-Z700

EXT SYNC IN

75Ω同軸ケーブル

SYNC OUT 端子へ

SD同期信号発生器

EXT SYNC IN

電源コンセントへ

電源コンセントへ

電源コンセントへ

市
販
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TVIDEO

ビデオモニターなど
ビデオ入力端子へ
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メッセージ一覧
本機に表示されるメッセージは、以下のとおりです。必
要に応じて次に示す処置を行ってください。

カメラBRC-Z700のランプ表示

カメラBRC-Z700の画面表示

HDオプチカルマルチプレックスユニットBRU-H700
のエラー表示

ランプ 意味と対策

STANDBYランプの点滅 パン・チルト駆動部にエラーが発生し
てカメラの動きが停止しました。パ
ン・チルト位置をリセットしてくださ
い。または、カメラの電源を入れ直し
てください。

タリ－ランプの点滅 この状態で本機を使用すると故障の原
因となりますので、本機の電源を切
り、お買い上げ店またはソニーのサー
ビス窓口にご連絡ください。

メッセージ 意味と対策

Please restart system SYSTEMメニューの IMG-FLIP を変更した
とき、カメラの電源を入れ直すことをうな
がすメッセージです。
付属のリモコンの POWERスイッチまたは
リモートコントロールユニット RM-BR300
の POWER ボタンを押して、カメラの電源
を入れ直してください。変更した設定が有
効になります。

PRESET xx OK (xx は
プリセットのボジショ
ン番号 01 ～ 16)

ポジション 1～ 16 にカメラの状態を記憶さ
せたとき、2秒間表示されます。

One Push WB...OK 
(NG)

ホワイトバランスの自動調整中、画面上に
表示されます。しばらくお待ちください。
調整が終了すると消えます。

 STOP 
(STATUS メニュー
PAGE6 の FAN 
MOTOR の項目で点
滅 )

この状態で本機を使用すると故障の原因と
なりますので、本機の電源を切り、お買い
上げ店またはソニーのサービス窓口にご連
絡ください。

CAUTION
COOLING FAN 
1（2）、（1, 2） 
STOPPED !

この状態で本機を使用すると故障の原因と
なりますので、本機の電源を切り、お買い
上げ店またはソニーのサービス窓口にご連
絡ください。

＊［ENTER］：EXIT SYSTEMメニューでH PHASE を調整中に
表示されます。調整を終了するときは、リ
モコンのHOMEボタンまたはリモートコ
ントロールユニットのジョイスティック上
部のボタンを押してください。

＊ PUSH ENTER 
BUTTON

SYSTEMメニューで、H PHASE にカーソ
ルを合わせると表示されます。H PHASE
の調整を始めるときは、リモコンのHOME
ボタンまたはリモートコントロールユニッ
トのジョイスティック上部のボタンを押し
ます。

PRESET (xx) OUT 
OF RANGE（ xx はプ
リセットのポジション
番号 01 ～ 16）

カメラの現在のパン・チルト位置が PAN-
TILT LIMIT の設定範囲外にあるときにプ
リセットを実行すると表示されます。直前
に実行したプリセットポジションは無効と
なります。カメラのパン・チルト位置を
PAN-TILT LIMIT の範囲内に移動させてか
ら再度プリセットを実行してください。

メッセージ 意味と対策

Communication error 
Please check 
connection

HDオプチカルマルチプレックスユニット
の電源を入れたとき、カメラとHD オプチ
カルマルチプレックスユニットをつなぐ光
ファイバーケーブルに不具合があると、こ
のメッセージが表示されます。光ファイ
バーケーブルの接続をチェックしてから電
源を入れ直してください。
カメラの電源が入っていない場合もこの
メッセージが表示されます。HDオプチカ
ルマルチプレックスユニットの電源を切り、
カメラの電源を入れてからHDオプチカル
マルチプレックスユニットの電源を入れて
ください。

Option card error 
Please check option 
card

使用できないインターフェースボードが挿
入されている場合に表示されます。HDオ
プチカルマルチプレックスユニットの電源
を切り、ボードを抜いてから電源を入れ直
してください

CAUTION
COOLING FAN 
STOPPED !

この状態で本機を使用すると故障の原因と
なりますので、本機の電源を切り、お買い
上げ店またはソニーのサービス窓口にご連
絡ください。

メッセージ 意味と対策
メッセージ一覧
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故障かな？と思ったら
故障とお考えになる前に下記の項目をもう一度チェック
してみてください。それでも具合の悪いときは、ソニー
のサービス窓口にご相談ください。

症状 原因 処置

電源が入らない。 付属のAC電源アダプターがDC IN 12V 端子に
しっかり接続されていない。

奥までしっかり差し込んでください。

電源コードがAC電源アダプターや電源コンセン
トにしっかり接続されていない。

奥までしっかり差し込んでください。

HDオプチカルマルチプレックスカード BRBK-
MF1 がカードスロットに挿入されている。

カードを抜いてください。

HDオプチカルマルチプレックスカード BRBK-
MF1 と光ファイバーケーブル CCFC-M100HG、
HDオプチカルHDマルチプレックスユニット
BRU-H700 を使用した遠距離リモート操作用のシ
ステムのとき、光ファイバーケーブルが正しく接
続されていない、またはHDオプチカルマルチプ
レックスユニットの電源が入っていない。

光ファイバーケーブルを奥までしっかり差し込んでくだ
さい。

HDオプチカルマルチプレックスユニットの電源を入れ
てください、または電源コンセントにしっかり差し込ん
でください。

付属のリモコンでカメラの電源が入
らない。

SYSTEMメニューの IR-RECEIVE が OFF になっ
ている。

リモートコントロールユニット RM-BR300 を使ってメ
ニューを操作し、IR-RECEIVE を ONにしてください
（39 ページ）。

接続したビデオモニターに画像が出
ない。

映像接続ケーブルが正しく接続されていない。 本機とビデオモニターの接続を確認してください。

カメラの露出が正しく設定されていない。 EXPOSUREメニューで露出の設定を確認してくださ
い。

パン・チルト・ズームが動作しな
い。

カメラのメニューが表示されている。 付属のリモコンのDATA SCREENボタン、またはリ
モートコントロールユニット RM-BR300 の MENUボタ
ンを押してメニューを消してください。

パン・チルト範囲が制限されている。 PAN TILT ZOOMメニューの PAN-TILT LIMIT の設
定を変更してください （38 ページ）。

リモコンのボタンを押しても動作し
ない。

リモコンの CAMERA SELECT ボタンの番号と、
カメラの IR SELECT スイッチの設定が違ってい
る。

IR SELECT スイッチの設定と合った CAMERA 
SELECTボタンを押してください（47 ページ）。

リモートコントロールユニット
RM-BR300 からカメラが操作できな
い。

VISCA RS-422 接続が正しく行われていない。 VISCA RS-422 端子への接続、および RS-422 ケーブル
の配線を確認してください。

カメラ底面の BOTTOMスイッチでカメラアドレ
スを０（AUTO）以外に設定している。

カメラアドレスを確認し（22ページ）、リモートコント
ロールユニット後面のMODE切換スイッチを同じ番号
に設定してください（26ページ）。

VISCA 通信方法の設定が違っている。 カメラ底面の BOTTOMスイッチ（22ページ）とリ
モートコントロールユニット底面のDIPスイッチ（26
ページ）で正しい通信方法（RS-232C または RS-422）
に設定してください。

通信ボーレートの設定が異なっている。 カメラ底面の BOTTOMスイッチ（22ページ）とリ
モートコントロールユニット底面のDIPスイッチ（26
ページ）で同じボーレート（9600 bps または 38,400 
bps）に設定してください。

未使用のスイッチがONになっている。 カメラ底面のカメラアドレス設定スイッチのスイッチ 4
を OFFに設定してください（22 ページ）。
75故障かな？と思ったら
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コンピューターに接続しても
VISCA 通信ができない。

コンピューターが正しく接続されていない。 本機とコンピューターの接続を確認してください。

カメラ底面の BOTTOMスイッチ（22 ページ）とリ
モートコントロールユニット底面のDIP スイッチ（26
ページ）でVISCA通信方法（RS-232C または RS-422）
とボーレート（9600 bps または 38,400 bps）が正しく設
定されているか確認してください。

リモートコントロールユニットRM-BR300 に接続して、
本機が故障していないか確認してください。

コンピューターに接続したときの画
質がビデオモニターの場合と異な
る。

コンピューターやコンピューターの内蔵ボードの
機種によっては、ご希望の画質が得られないこと
がある。

詳しくは、お手持ちのコンピューターのメーカーや販売
店へご相談ください。

どうしても動作しない。 ― 電源コードのプラグをコンセントから抜き、しばらくし
てからもう一度つないでみてください。

症状 原因 処置
故障かな？と思ったら
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メニューの構成
本機のメニューは次のように構成されています。詳しい
内容は、( ) 内のページをご覧ください。
各項目の初期設定値は、太字で示しています。

メインメニューPAGE 1

EXPOSURE MODE FULL AUTO  AE SPEED LOW, MID, HIGH
    AGC LIMIT 0dB, 6dB, 12dB, 18dB, OFF
    IRIS LIMIT F3.4, F4.0, F6.8, F11 
  MANUAL  GAIN 0dB, 1dB, 2dB, 3dB, 4dB, 5dB, 6dB, 7dB, 8dB, 9dB,
     10dB, 11dB, 12dB, 13dB, 14dB, 15dB, 16dB, 17dB,
     18dB, 19dB, 20dB, 21dB, 22dB, 23dB, 24dB, HYPER 
    SPEED 1/60, 1/90, 1/100, 1/125, 1/180, 1/250, 1/350,
      1/500, 1/725, 1/1000, 1/1500, 1/2000, 1/3000,
      1/4000, 1/6000, 1/10000 (59.94i)
      1/50, 1/75, 1/100, 1/120, 1/150, 1/215, 1/300, 
     1/425, 1/600, 1/1000, 1/1250, 1/1750, 1/2500, 
     1/3500, 1/6000, 1/10000 (50i) 
    IRIS  F1.6, F1.7, F1.8, F2.0, F2.2, F2.4, F2.6, F2.8, F3.1,
      F3.7, F4.0, F4.4, F4.8, F5.2, F5.6, F6.2, F6.8, F7.3, 
      F8.0, F8.7, F9.6, F10, F11, F12, F14, F15, F16, CLOSE 
  SHUTTER Pri  SPEED 1/60, 1/90, 1/100, 1/125, 1/180, 1/250, 1/350, 1/500,
      1/725, 1/1000, 1/1500, 1/2000, 1/3000, 1/4000, 
      1/6000,1/10000 (59.94i)
      1/50, 1/75, 1/100, 1/120, 1/150, 1/215, 1/300, 1/425,   
     1/600, 1/1000, 1/1250, 1/1750, 1/2500, 1/3500, 
      1/6000, 1/10000(50i)
  IRIS Pri  IRIS  F1.6, F1.7, F1.8, F2.0, F2.2, F2.4, F2.6, F2.8, F3.1,
      F3.4, F3.7, F4.0, F4.4, F4.8, F5.2, F5.6, F6.2, F6.8,
      F7.3, F8.0, F8.7, F9.6, F10, F11, F12, F14, F15, F16
  GAIN Pri  GAIN 0dB, 1dB, 2dB, 3dB, 4dB, 5dB, 6dB, 7dB, 8dB, 9dB,
     10dB, 11dB, 12dB, 13dB, 14dB, 15dB, 16dB, 17dB,
     18dB, 19dB, 20dB, 21dB, 22dB, 23dB, 24dB
 EX-COMP ON
  OFF
 LEVEL -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, +3, +4, +5, +6, +7
 BACK LIGHT ON
  OFF
 SPOT LIGHT ON
  OFF

（34 ページ）
77メニューの構成
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COLOR WHITE BALANCE AUTO1 WB SENS LOW, MID, HIGH
   WB R.SHIFT -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, +3, +4, +5, 
    +6, +7
   WB B.SHIFT -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, +3, +4, +5, 
    +6, +7
  AUTO2 WB SENS LOW, MID, HIGH
   WB R.SHIFT -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, +3, +4, +5, 
    +6, +7
   WB B.SHIFT -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, +3, +4, +5, 
    +6, +7
  INDOOR  
  OUTDOOR 
  ONE PUSH WB R.SHIFT -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, +3, +4, +5, 
    +6, +7
   WB B.SHIFT -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, +3, +4, +5, 
    +6, +7
  MANUAL R.GAIN -128 – 000 – +127
   B.GAIN -128 – 000 – +127 
 COLOR GAIN -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, +3, +4, +5, +6, +7
 COLOR MATRIX ON PAGE1 R.ENHANCE -10, -9, -8, -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2,
    +3, +4, +5, +6, +7, +8, +9, +10
   G.ENHANCE -10, -9, -8, -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2,
    +3, +4, +5, +6, +7, +8, +9, +10
   B.ENHANCE -10, -9, -8, -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, 
    +3, +4, +5, +6, +7, +8, +9, +10
  ON PAGE2 YL.ENHANCE -10, -9, -8, -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, 
    +3, +4, +5, +6, +7 ,+8, +9, +10
   CY.ENHANCE -10, -9, -8, -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, 
    +3, +4, +5, +6, +7, +8, +9, +10
   MG.ENHANCE -10, -9, -8, -7, -6, -5, -4, -3, -2, -1, 0, +1, +2, 
    +3, +4, +5, +6, +7, +8, +9, +10
  OFF

（35 ページ）

PICTURE DETAIL 0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15 
 COLOR DETAIL OFF
  CHECK PHASE 0 – 71
  NARROW PHASE 0 – 71
  STD PHASE 0 – 71
  WIDE PHASE 0 – 71
 GAMMA NORMAL   
  CINEMA
 FLICKER CANCEL ON
  OFF
 STEADY SHOT OFF, SOFT, STANDARD, HARD
 B&W ON
  OFF
 COLOR BAR ON
  OFF  

（36 ページ）

FOCUS MODE AUTO
 MANUAL
NEAR LIMIT ON
 OFF
AF ASSIST ON
 OFF

（37 ページ）
メニューの構成
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PAN TILT ZOOM PAN-TILT LIMIT    
 PAN  ON
   OFF
  LEFT  END, 169˚ – -169˚
  RIGHT END, -169˚ – 169˚
 TILT  ON
   OFF
  DOWN END, -29˚ – 89˚
  UP END, 89˚ – -29˚
RAMP CURVE  MODE1, MODE2, MODE3
D-ZOOM   OFF, ×1.5, ×2.0, ×4.0

（38 ページ）

SYSTEM   IR RECEIVE ON
  OFF
 IMG-FLIP ON  
  OFF 
 PAN-REVERSE ON
  OFF
 TILT REVERSE ON
  OFF
 DISPLAY INFO ON
  OFF
 SYNC MASTER STD (HD)
  STD (SD)
  HD1
  SD1
 H PHASE 0 – 10 – 140

（39 ページ）

VIDEO OUT   HD-RGB/COMPONENT
  FORMAT YPbPr SYNC TYPE    SYNC, VD
   RGB ADD SYNC RGB, OFF
    SYNC TYPE    SYNC, VD
 SD-VIDEO/S VIDEO
  IMG SIZE 16:9 [LETTER]
   4:3 [CROP]
   4:3 [SQUEEZE]
  SETUP* ON
   OFF

（41 ページ）

* HD 信号が 50i 方式の場合は表示されません。
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メインメニューPAGE 2

インターフェースボード挿入時のメニュー

STATUS PAGE 1 EXPOSURE
   AE SPEED
   AGC LIMIT
   IRIS LIMIT
   EX COMP
  BACK LIGHT
  SPOT LIGHT

 PAGE 2 WHITE BALANCE
   WB SENS
   WB SHIF  R:, B:
   M. GAIN  R:, B:
  C. GAIN
  COLOR MATRIX
   ENHANCE R:, G:, B:, YL:, CY:, MG:

 PAGE 3 DETAIL
  COLOR DETAIL
   PHASE
  GAMMA
  FLICKER CANCEL
  STEADY SHOT OFF
  B & W
  COLOR BAR

 PAGE 4 FOCUS MODE
  NEAR LIMIT
  AF ASSIST
  IR-RECEIVE
  IMG-FLIP
  REVERCE
  DISPLAY OFF
  SYNC MASTER
  H PHASE

 PAGE 5 PAN-TILT LIMIT PAN LEFT
    RIGHT
   TILT DOWN
    UP
  RAMP CURVE
  D-ZOOM

 PAGE 6 HD FORMAT 
   RGB SYNC
   SYNC TYPE
  SD IMAGE SIZE
   SETUP
  FAN MOTOR
  BRC VERSION
  BRU VERSION*

（42 ページ）

* BRU-H700 接続時のみ

SD-SDI   IMG-SIZE 16:9 [LETTER]
 4:3 [CROP]
 4:3 [SQUEEZE]

（42 ページ）
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DOWN CONVERTER   D-SUB OUT 1 YPbPr

 RGB ADD SYNC RGB
   G
   OFF
D-SUB OUT 2 VBS
 Y/C  
IMG-SIZE 16:9 [LETTER]
 4:3 [CROP]
 4:3 [SQUEEZE]
SETUP* OFF
 ON

（43 ページ）

* HD 信号が 50i 方式の場合は表示されません。

HD-SDI   ANALOG OUT YPbPr SYNC/VD   SYNC, VD
 RGB SYNC/VD   SYNC, VD
  ADD SYNC RGB
   OFF

（44 ページ）

PC-OUTPUT   IMG SIZE XGA [CROP], VGA [LETTER], XGA [LETTER],
 VGA [CROP], WXGA
SYNC OFF
 ON
VD POS
 NEG

（44 ページ）

HDV   AUDIO DELAY OFF, 1STEP, 2STEP, 3STEP, 4STEP, 5STEP, 6STEP, 7STEP, 8STEP, 
 9STEP, 10STEP（45 ページ）
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プリセット項目
カメラ内部のメモリーには、次の設定項目が記憶されます。

一般項目

プリセット可能なメニュー項目

記憶できる項目 プリセットポジジョン番号
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

パン・チルト位置 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ズーム位置 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フォーカス位置 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

記憶できる項目 プリセットポジジョン番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

EXPOSURE MODE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

AE SPEED ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

AGC LIMIT ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IRIS LIMIT ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MANUAL GAIN ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MANUAL SHUTTER ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MANUAL IRIS ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

IRIS Pri VAL ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SHUTTER Pri VAL ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

GAIN Pri VAL ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

EX-COMP MODE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

EX-COMP VAL ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

BACK LIGHT ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SPOT LIGHT ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

WHITE BALANCE MODE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

WB SENS ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

WB R.SHIFT（AUTO） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

WB B.SHIFT（AUTO） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

WB R.SHIFT（ONE PUSH） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

WB B.SHIFT（ONE PUSH） ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MANUAL R.GAIN ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MANUAL B.GAIN ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

COLOR GAIN ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

COLOR MATRIX ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

R.ENHANCE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

G.ENHANCE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

B.ENHANCE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

YL.ENHANCE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CY.ENHANCE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

MG.ENHANCE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

DETAIL ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

COLOR DETAIL1) ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PHASE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

GAMMA ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

FLICKER CANCEL ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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1) COLOR DETAIL で CHECKを選択している場合は、STD として記憶されます。
2) IMG-FLIP はプリセット時の設定にかかわらず、現在の設定で動作します。

BRU-H700使用時に、BRU-H700にインターフェースボードを挿入したときに記憶でき
る項目

STEADY SHOT ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

B&W ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

COLOR BAR × × × × × × × × × × × × × × × ×

FOCUS MODE ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

NEAR LIMIT △ × × × × × × × × × × × × × × ×

AF ASSIST △ × × × × × × × × × × × × × × ×

PAN LIMIT MODE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

TILT LIMIT MODE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

PAN LIMIT AREA △ × × × × × × × × × × × × × × ×

TILT LIMIT AREA △ × × × × × × × × × × × × × × ×

RAMP CURVE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

D-ZOOM ◎ × × × × × × × × × × × × × × ×

IR-RECEIVE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

IMG-FLIP 2) △ × × × × × × × × × × × × × × ×

PAN REVERSE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

TILT REVERSE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

DISPLAY INFO △ × × × × × × × × × × × × × × ×

SYNC MASTER △ × × × × × × × × × × × × × × ×

H PHASE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

FORMAT（HD OUTPUT） △ × × × × × × × × × × × × × × ×

ADD SYNC △ × × × × × × × × × × × × × × ×

SYNC TYPE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

IMG SIZE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

SETUP
（50i のときは記憶できません。）

△ × × × × × × × × × × × × × × ×

BRBK-HSD1 挿入時に記憶可能なメ
ニュー項目

IMG-SIZE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

記憶できる項目 プリセットポジジョン番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

記憶できる項目 プリセットポジジョン番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

HFBK-SD1挿入時に記憶可能なメ
ニュー項目

D-SUB OUT 1 △ × × × × × × × × × × × × × × ×

ADD SYNC △ × × × × × × × × × × × × × × ×

D-SUB OUT 2 △ × × × × × × × × × × × × × × ×

IMG SIZE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

SETUP
（50i のときは記憶できません。）

△ × × × × × × × × × × × × × × ×

HFBK-HD1挿入時に記憶可能なメ
ニュー項目

ANALOG OUT △ × × × × × × × × × × × × × × ×

SYNC/VD △ × × × × × × × × × × × × × × ×

ADD SYNC △ × × × × × × × × × × × × × × ×
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◎ 電源を入れ直しても記憶され、再度電源を入れるとこの設定内容でカメラが起動する項目。
○ 電源を入れ直しても記憶されている項目。
△ 電源投入時のみ設定が反映される項目。
× 電源を入れ直すと記憶が消える項目。

HFBK-XG1挿入時に記憶可能なメ
ニュー項目

IMG SIZE △ × × × × × × × × × × × × × × ×

SYNC △ × × × × × × × × × × × × × × ×

VD △ × × × × × × × × × × × × × × ×

HFBK-TS1挿入時に記憶可能なメ
ニュー項目

AUDIO DELAY △ × × × × × × × × × × × × × × ×

記憶できる項目 プリセットポジジョン番号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
プリセット項目
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仕様
システム
映像信号 1080/59.94i、1080/50i（BOTTOMス

イッチで切り換え）
同期方式 内部同期／外部同期方式、自動切り換え
映像素子 4.5 mm（1/4 型）、3CMOS固体撮像素子

総画素数： 約 112 万画素
有効画素数： 約 104 万画素

レンズ カールツァイスバリオゾナーT＊
光学 20 倍、デジタル 4倍
フィルター径 62 mm（テレコンバー
ジョンレンズは使用できません。）

f＝ 3.9 mm～ 78 mm、F1.6 ～ F2.8
f = 37.4 mm－ 748 mm（35mmカメラ
換算）

最至近撮影距離 10 mm（WIDE端：LIMIT OFF）／
500 mm（WIDE端：LIMIT ON）／
800 mm（TELE端）

最低被写体照度 6 ルクス（F1.6）／ 50 IRE にて（WIDE
端）

シャッタースピード
1/59.94（1/50）～ 1/10,000 秒

映像 S/N 50 dB（コンポーネント Y出力）
パン・チルト機能

水平± 170°
最高速度：60°／秒
最低速度：0.22 °／秒

垂直＋ 90°、－ 30°
最高速度：60 °／秒
最低速度：0.22 °／秒

入出力端子
映像出力 RGB/COMPONENT（D-sub 15 ピン）

RGB：0.7 Vp-p（同期なし、75Ω終
端時）
1 Vp-p（± 0.3V、3値同期付き、75Ω
終端時）
コンポーネント：
Y：1 Vp-p（± 0.3V、3値同期付き、
75Ω終端時）
Pb/Pr：± 350 mVp-p、75Ω終端
HD/VD Sync：1 Vp-p、75Ω終端
3値 Sync：± 300 mVp-p、75Ω終端

VIDEO（BNC型）
コンポジット：1 Vp-p（同期負、
75Ω終端時）

S VIDEO（4ピンミニDIN）
　　 S映像出力：

Y：1 Vp-p（同期負、75Ω終端時）
　　 C：コンポジットのクロマレベルと同じ

（75Ω終端時）
外部同期入力 EXT SYNC IN：BNC型
コントロール入／出力端子

VISCA RS-232C IN：8ピンミニDIN
VISCA RS-232C OUT：8ピンミニDIN
VISCA RS-422：9 ピン

コントロール信号形式
9600 bps/38400 bps、 
データ 8ビット、ストップ 1 ビット

電源端子 JEITA type4 (DC IN 12V端子 )

その他
入力電圧 DC 12 V（DC 10.8 ～ 13.2 V）
消費電流 最大 2.4 A（DC 12 V 入力時）、28.8 W、

別売りのインターフェースボード無
しのとき

動作温度 0 ～ 40 ℃
保存温度 － 20 ～＋ 60 ℃
最大外形寸法 本体：198 × 247 × 238 mm

（幅／高さ／奥行き）（突起含まず）
リモコン：56 × 26 × 210 mm（幅／高
さ／奥行き）

質量 本体：約 4.5 kg
リモコン：110 g

設置角度 水平に対して± 15°以内

付属品
AC電源アダプターMPA-AC1（ソニー製）（AC 100 V、
50/60 Hz）（1）
電源コード（1）
リモコン（1）
シーリングブラケット（A）（1）
シーリングブラケット（B）（1）
ワイヤーロープ（1）
取り付け用ネジ（3M3× 8）（7）
ステンレスネジ（3M4× 8）（1）
RS-422 端子台コネクター（1）
レンズウエイト（1）
レンズウエイト落下防止用ネジ（3M2.6 × 6）（1）
取扱説明書（1）
IP コントロールオプション操作ガイド（1）

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更する
ことがありますが、ご了承ください。
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この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会
（VCCI）の基準に基づくクラスA情報技術装置です。
この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こ
すことがあります。この場合には使用者が適切な対策
を講ずるよう要求されることがあります。

お使いになる前に、必ず動作確認を行ってください。
故障その他に伴う営業上の機会損失等は保証期間中お
よび保証期間経過後にかかわらず、補償はいたしかね
ますのでご了承ください。
仕様
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寸法図

カメラBRC-Z700
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ø161

30˚  90˚   

30˚ 50
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˚
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上面

238
99

正面

側面
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底面

側面上面

シーリングブラケット（B）

三脚ネジ

穴

単位：mm

穴
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リモートコントロールユニット
RM-BR300

1

1
9

LOCK

MODE

VALUE

RESET

MENU

PRESET

SHIFT

L/R
DIRECTION

PANEL
LIGHT

BLACK
LIGHT

PAN-TILT
RESET

ONE PUSH
AWB

POWER
AUTO

MANUAL

AUTO

ONE PUSH
AF

2 3 4 5 6 7

2
10

STD REV

3
11

4

POSITION

CAMERA

12
5
13

6
14

7
15

8
16

R
– +

BRIGHT

B
– +

FOCUS

NEAR FAR

14
5.

9

13
7.

2

391.3

45
.9

16
5

30 30

正面

側面

底面

上面

DIP スイッチ

単位：mm
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HDオプチカルマルチプレックスユニット
BRU-H700

210

24
0

86
9486

上面 側面

正面

単位：mm
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端子のピン配列

カメラBRC-Z700

VISCA RS-422端子（コンタクト端子台、９ピン）

VISCA RS-232C IN 端子（8ピンミニDIN、メス）

* ピン 7 の SIRCS OUTは、底面の BOTTOMスイッチにて切り換
え可能です。

VISCA RS-232C OUT端子（8ピンミニDIN、メス）

アナログRGB/COMPONENT端子（D-sub 15 ピン）

ピン番号 機能

1 RXD OUT－
2 RXD OUT+
3 TXD OUT－
4 TXD OUT+
5 GND
6 RXD IN －
7 RXD IN+
8 TXD IN －
9 TXD IN+

ピン番号 機能

1 DTR IN

2 DSR IN

3 TXD IN

4 GND

5 RXD IN

6 GND

7 SIRCS OUT＊

8 未使用

1 2 3 4 5
VISCA RS-422

6 7 8 9

IN VISCA RS-232C

ピン番号 機能

1 DTR OUT

2 DSR OUT

3 TXD OUT

4 GND

5 RXD OUT

6 GND

7 未使用

8 未使用

ピン
番号

機能

YPbPr 
COMPONENT
設定時

YPbPr 
COMPONENT
設定時、VD時

RGB設定時
SYNC時

RGB設定時
VD時

1 Pr-OUT Pr-OUT R-OUT R-OUT

2 Y-OUT Y-OUT G-OUT G-OUT

3 Pb-OUT Pb-OUT B-OUT B-OUT

4 GND GND GND GND

5 GND GND GND GND

6 GND GND GND GND

7 GND GND GND GND

8 GND GND GND GND

9 NC NC NC NC

10 GND GND GND GND

11 GND GND GND GND

12 NC NC NC NC

13 HD-OUT HD-OUT HD-OUT HD-OUT

14 3値 SYNC-
OUT

2値 VD-OUT 3値 SYNC-
OUT

2値 VD-
OUT

15 NC NC NC NC

VISCA RS-232C OUT

RGB/COMPONENT
仕様
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リモートコントロールユニットRM-
BR300（別売り）

VISCA RS-232C出力端子（8ピンミニDIN、メス）

VISCA RS-422端子 (コンタクト端子台、9ピン )

TALLY/CONTACT端子（コンタクト端子台、9ピン）

HDオプチカルマルチプレックスユニット
BRU-H700（別売り）

VISCA RS-232C IN 端子（8ピンミニDIN、メス）

ピン番号 機能

1 未使用

2 未使用

3 TXD IN

4 GND

5 RXD IN

6 GND

7 未使用 

8 未使用

ピン番号 機能

1 未使用

2 未使用

3 未使用

4 未使用

5 GND

6 RXD IN－

7 RXD IN +

8 TXD IN－

9 TXD IN +

RS-232C

VISCA

1 9

RS-422

ピン番号 機能

1 CAMERA 1

2 CAMERA 2

3 CAMERA 3

4 CAMERA 4

5 CAMERA 5

6 CAMERA 6

7 CAMERA 7

8 GND

9 GND

ピン番号 機能

1 DTR IN

2 DSR IN

3 TXD IN

4 GND

5 RXD IN

6 GND

7 未使用

8 未使用

1 9

TALLY/CONTACT

VISCA RS-232CIN
91仕様
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VISCA RS-232C OUT端子（8ピンミニDIN、メス）

VISCA RS-422端子 (コンタクト端子台、9ピン )

アナログRGB/COMPONENT端子（D-sub 15 ピン）

ピン番号 機能

1 DTR OUT

2 DSR OUT

3 TXD OUT

4 GND

5 RXD OUT

6 GND

7 未使用

8 未使用

ピン番号 機能

1 RXD OUT－

2 RXD OUT +

3 TXD OUT－

4 TXD OUT +

5 GND

6 RXD IN－

7 RXD IN +

8 TXD IN－

9 TXD IN +

VISCA RS-232C OUT

VISCA RS-422

1 2 3 4 5 6 7 8 9

ピン
番号

機能

YPbPr 
COMPONENT
設定時

YPbPr 
COMPONENT
設定時、VD時

RGB設定時
SYNC時

RGB設定時
VD時

1 Pr-OUT Pr-OUT R-OUT R-OUT

2 Y-OUT Y-OUT G-OUT G-OUT

3 Pb-OUT Pb-OUT B-OUT B-OUT

4 GND GND GND GND

5 GND GND GND GND

6 GND GND GND GND

7 GND GND GND GND

8 GND GND GND GND

9 NC NC NC NC

10 GND GND GND GND

11 GND GND GND GND

12 NC NC NC NC

13 HD-OUT HD-OUT HD-OUT HD-OUT

14 3値 SYNC-
OUT

2値 VD-OUT 3値 SYNC-
OUT

2値 VD-
OUT

15 NC NC NC NC

RGB/COMPONENT
仕様
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VISCA RS-422接続の配線図

1 RXD OUT –

2 RXD OUT +

3 TXD OUT –

4 TXD OUT +

5 GND

6 RXD IN –

7 RXD IN +

8 TXD IN –

9 TXD IN +

1 RXD OUT –

2 RXD OUT +

3 TXD OUT –

4 TXD OUT +

5 GND

6 RXD IN –

7 RXD IN +

8 TXD IN –

9 TXD IN +

1 RXD OUT –

2 RXD OUT +

3 TXD OUT –

4 TXD OUT +

5 GND

6 RXD IN –

7 RXD IN +

8 TXD IN –

9 TXD IN +

1 NC

2 NC

3 NC

4 NC

5 GND

6 RXD IN –

7 RXD IN +

8 TXD IN –

9 TXD IN +

3～ 7台目のBRC-Ｚ700または
BRU-H700
VISCA RS-422 端子

リモートコントロールユニット
RM-BR300
VISCA RS-422 端子

NC = 未使用

2台目のBRC-Z700または
BRU-H700
VISCA RS-422 端子

1台目のカメラBRC-Z700また
はHDオプチカルマルチプレック
スユニットBRU-H700
VISCA RS-422 端子
93仕様
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VISCA RS-422端子台コネクター
の使いかた

1 ワイヤー（AWG No.28 ～ 18）を接続したい穴に差し
込み、入れた穴に対応するネジをマイナスドライ
バーで固定する。

2 VISCA RS-422 端子台コネクターをVISCA RS-422 端
子へ差し込む。

コネクタープラグを取り外すには
VISCA RS-422 端子台コネクタープラグの両端を持ち、図
のように引き抜きます。

ご注意

･ 信号の電圧レベルを安定させるため、お互いの GNDを
接続してください。
･ VISCA RS-422 の接続時は、VISCA RS-232C との接続は
できません。
･ VISCA RS-422 接続の最大距離は、約 1.2 kmです。

保証書とアフターサービ
ス
保証書
･ この製品には保証書が添付されていますので、お買い上
げの際にお受け取りください。
･ 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切
に保存してください。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
この説明書をもう一度ご覧になってお調べください。

それでも具合の悪いときはサービスへ
お買い上げ店、または添付の「業務用製品ご相談窓口の
ご案内」にあるお近くのソニーサービス窓口にご相談く
ださい。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有
料修理させていただきます。

マイナスドライバー

ワイヤー

1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9
保証書とアフターサービス
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